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市部内遺跡発掘調査報告書

主要地方道一戸葛巻線市部内地区県単道路改良事業遺跡発掘調査



序

岩手県は、埋蔵文化財の宝庫だと言われております。この先人達が遺した

貴重な文化遺産を保護し、後世に伝えていくことは、県民に課せられた責務

であります。また、一方では幹線道路網の整備など、社会資本を充実させて

いくことも行政上重要な施策であります。このため、埋蔵文化財の保護と地

域開発の調和ということも、今日的課題であります。こうした見地から、財

団法人岩手県文化振興事業団では埋蔵文化財センターを創設以来、岩手県教

育委員会文化課による発掘調査事業の調整と指導のもとに、道路建設などに

関連してやむを得ず消滅してゆく遺跡についての発掘調査を実施し、発掘調

査報告書として記録保存する措置を取ってまいりました。

本報告書は、「主要地方道一戸葛巻線市部内地区県単道路改良事業」に関

連して、平成 11年度に実施した市部内遺跡の発掘調査結果をまとめたもの

であります。

今回の調査によって、縄文時代晩期とおもわれる貴重な住居跡・土坑など

の遺構や、土器などの遺物が検出され、縄文時代の集落跡であることが確認

され、貴重な資料を提供することができました。

この報告書が広く活用され、考古学の研究に寄与するとともに、埋蔵文化

財にたいする理解をいっそう深めることに役立つことになれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご協力とご援

助を賜りました盛岡地方振興局・葛巻町教育委員会はじめ、関係機関 。関係

各位に深く感謝申し上げます。

平成13年 3月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長 千 葉  浩 一



例

1.本報告書は岩手県岩手郡葛巻町田部字市部内30番地-1ほかに所在する市部内遺跡の調査結果を収録し

たものである。                  '

2.本調査は県道一戸葛巻線道路改良工事にともない遺跡の一部が消滅するため、記録保存を目的として実

施した緊急発掘調査である。調査は岩手県盛岡地方振興局土木部と岩手県教育委員会文化課との協議をヘ

て、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

3.岩手県遺跡台帳に登録されている遺跡番号は、 JF52-1213、 遺跡略号は IBN-99で ある。
4.調査面積は2,500だで野外調査期間は平成11年 6月 1日 ～平成11年 8月 15日 である。
5。 室内整理期間は、平成 11年 11月 1日 ～平成12年 3月 31日である。

6.野外調査は、中田迫・鳥居達人が担当した。

7.本書の原稿執筆・編集は中田迪が担当した。

8.出土品の分析・鑑定は次の機関に依頼した。

石材鑑定 花蘭岩研究会

火山灰分析鑑定  (株)古環境研究所

9,本報告書では、国土地理院発行の50,000分の 1の地形図、岩手県盛岡地方振興局作成の500分の 1の地

形図を1,000分の 1に縮小したものを使用した。

10.土層の色調観察には、農林水産技術協会事務局監修の「新版標準土色張」を用いた。

11.基準点測量は岩手開発測量設計株式会社に依頼した。

12.空中写真撮影は東邦航空株式会社に依頼した。

13.野外調査では市部内地区、葛巻町をはじめとする地元の方々の協力をいただいた。

14.室内整理では青森県立郷土館鈴木克彦氏のご教示とご助言を賜った。

15.調査にかかわる諸記録及び遺物等の資料は、岩手県埋蔵文化財センターに保管してある。

口
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調査に至る経過

市部内遺跡は、「主要地方道一戸葛巻線市部内地区県単道路改良事業」の施工に伴つて、その事業地域内

に位置することから発掘調査することとしたものである。
'

当事業は主要地方道一戸葛巻線のうち、葛巻町内で唯―の未改良区間となっている市部内地区の道路改良

事業である。

事業実施に伴つて、周知の埋蔵文化財包蔵地である市部内遺跡 (JF52-1213)の 存在が明らかと

なり、これに係わる取り扱いについて、岩手県盛岡地方振興局と岩手県教育委員会の間で協議を重ね平成10

年 7月 22日 には埋蔵文化財の内容把握のために試掘調査を実施した。その結果、縄文時代後期と考えられる

土器の他、住居跡と考えられる遺構が発見されたことにより、工事施工に伴って事前に発掘調査が必要であ

る旨を盛岡地方振興局に回答した。

回答を受けた盛岡地方振興局では、教育委員会からの「平成11年度における埋蔵文化財関連開発事業計画

について」の事業照会にたいして、平成11年度事業として取り上げるよう依頼した。事業集約をした教育委

員会では、盛岡地方振興局に対して平成11年度の財団法人岩手県文化振興事業団の受託事業として発掘調査

を実施する旨を通知し、併せて財団法人岩手県文化振興事業国にも同様の通知をした。

(盛岡地方振興局土木部)

Ｔ

上
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遺跡の立地と環境

1.遺跡の位置及び地理的環境(第2図 )
市部内遺跡の所在する葛巻町は、岩手県内陸北西

寄 りに位置し、東は山形村と岩泉町、南は玉山村西は

岩手町、北は一戸町 と九戸村 と接す る。面積約

433.87k∬,人 口は平成 11年現在約 1万人強である。

年平均気温は 8～ 9℃ と低く、特に冬季は厳寒の地の

一つとされている。降水量も年間1,20011m以 下と県内

でも少ない方である。

葛巻町は北上山地の北部に当たり、標高1,000mを

越す峰もいくつかあり、準平原とはいえ急峻な地形

も多い。町の中央を流れる馬淵川は、東部の袖山に

源を発し、外山川や山形川と町域中央付近で合流して

北流し、さらに星野川など大小の河川と合流し、一戸

町に入 り二戸市で安比川と合流し、八戸市で太平洋

に注ぐ。馬淵川の上流域にあたる当地は谷底平野や

山麓緩斜面の発達も狭いが、川沿いには耕地が開け、

稲作 。たばこ 。飼料作物などが栽培されている。

町域の 7割以上が標高400～ 800mの高地にあり、

森林面積も84%を 占めており、林業と酪農を経済基盤としている。本県酪農の先進地区の一つとして発展し、

北上山系大規模畜産開発事業が進められ、袖山高原や塚森高原、土谷川高原などに草地造成が行われ、畜産公

社による粗飼料生産が行われている。乳牛頭数は8,300頭 を越している。

市部内遺跡は、葛巻町北部の田部地区の北西寄 りに位置する。馬淵川に沿つて造られた県道一戸葛巻線

のほぼ中央付近に当たるが、一戸町にかなり近い位置にある。川の両岸は山並みが迫 り、段丘の発達規模

が小さく、谷底平野や山嶺緩斜面の発達も狭い地域である。遺跡はこの馬淵川左岸に作 られた段丘上に立

地し、標高273m～ 276m、 現河床からの比高約 10～ 15mである。北緯40° 7′ 21‖、東経 141° 22′ 34W付近に

位置する。遺跡西側には湧水量豊富な泉があり、周辺住民の憩いの場となっている◇

2.周辺の遺跡 (図版6～ 8図 )
岩手県遺跡台帳によると、平成 11年 3月 現在葛巻町内には、117の遺跡がき録されている。その内訳は縄

文時代83カ 所、中世城館32カ所、弥生時代遺跡、旧石器時代遺跡 1カ所で、複合遺跡もある。このほかにも

近世鉄山跡・洞穴遺跡など未登録の遺跡もある.

これまでに発掘調査された遺跡は、約 3千年前の後期旧石器時代にあたる「泥這遺跡」が唯―で、ここか

らは平地住居跡と石斧 。尖頭器等の石器が出土している。市部内遺跡の調査は、縄文時代遺跡として初め

てであるが、本格的な発掘調査として町民の関心を集めた。この市部内遺跡の調査に少し遅れて、岩手県

教育委員会文化課と葛巻町教育委員会による品井沢遺跡の調査も行われている。

Ⅱ。
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第5図 周辺の遺跡① 馬淵川中流域・田部。葛巻地区
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第6図 周辺の遺跡② 馬淵川上中流域・葛巻。江刈地区
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随 遺 跡 名 種 丹J 時  代 連退 構 退 物 所 在 地

l 市  部  内 散  布  地 縄 文 縄文土器、石器 田部字市部内

９
， 正 福  寺 散 布 地 縄 文 縄文土器 田部字冬部

つ
０ 冬 部 田 屋 散  布  地 縄 文 縄文土器 田部字冬部

4 下  馬  淵 散 布 地 縄 文 土 器 田部字下馬淵

5 ウ  シ  ロ 散  布  地 縄 文 縄文土器 (晩期) 葛巻字小田

6 垂 り, 散  布  地 縄 文 縄文土器 (晩期) 葛巻垂柳

7 古 戸 散  布  地 縄 文 縄文土器 葛巻古川戸

8 猿 方 散  布  地 縄 文 縄文土器 (晩期) 葛巻猿方

9 平 角合 散 布 地 糸毛 文 縄文土器 葛巻平船

10 泡 淵 散 布 地 縄 文 縄文土器 葛巻泡淵

赤  平  野 散 布 地 縄 文 縄文土器 葛巻赤平野

12 野 里 散 布 地 糸電 文 縄文土器、石器 葛巻字田代

Ｏ
υ ニ  ツ  石 散  布  地 縄 文 縄文土器 再巻ニツ石

14 堀 田 散  布  地 縄 文 縄文土器 (後期) 田部字堀田

15 江 メll 散  布  地 縄 文 縄文土器 江刈内字江刈川

16 鰻 沢 散  布  地 縄 文 縄文土器 江刈内字江刈川

17 上 平  館 城  館  跡 縄文～中世 土 塁 葛巻字元町

18 乱  吉  沢 散  布  地 縄 文 縄文土器、石器 葛巻字元町

19 葛 巻 館 城  館  跡 縄文～中世 縄文土器、空掘、礎石 葛巻字下町

20 更  の 沢 散  布  地 縄 文 縄文土器 (晩期) 葛巻字更の沢

９
々 蔵 月台 散 布 地 縄 文 縄文土器 (晩期 )、 フレーク 葛巻字浦子内

つ
る
９
留

/1ヽ 森 散 布 地 縄 文 石器 江刈字四日市

23 鳩  岡 館 城  館  跡 縄文～中世 縄文土器、郭、土塁、竪穴、二重空掘 江刈字鳩岡

24 打  田 内 散 布 地 縄 文 縄文土器 江刈字打田内

25 入 月 散  布  地 縄 文 縄文土器、石器 江刈字入月

26 戸 花  館 散布地、城館跡 縄文～中世 土器、石器、平場、空掘 江刈字大沢

27 高 屋  敷 散  布  地 糸毛 文 土師器、須恵器 江刈字寺田向

28 上寸 田 散  布  地 縄 文 土器 江刈字寺田

29 八 森 散  布  地 縄 文 縄文土器 江刈 字寺沢

30 中 里 散  布  地 縄 文 土器 江刈 字千沢

つ
０ 御 堂 寺 沢 散  布  地 縄 文 縄文土器、土師器、須恵器 江刈 字中村

９
，
ｐ
じ 滝 火田 散  布  地 縄 文 縄文土器、須恵器 江メ 字小苗代

33 天 満 散  布  地 縄 文 縄文土器 江 刈 字小沢口

34 駒 沢 散  布  地 縄 文 土師器、須恵器 立工�字小苗代

35 中 平 散 布 地 糸電 文 縄文土器 江 刈 字中村

36 品  井  沢 散 布 地 糸毛 文 縄文土器 江刈 字小苗代

ワ
‘
０
じ 小 苗  代 集 落 跡 縄 文 縄文土器、石器 江 刈 字小苗代

38 泉 田 散 布 地 縄 文 縄文土器 (晩期) 江洲字泉田

39 小 平  沢 散 布 地 縄 文 縄文土器 江 刈 字小平沢

40 栗 山 散 布 地 糸電 文 縄文土器 (後・晩期 )、 石器 江刈字栗山

市部内遺跡 周辺の遺跡一覧表 (葛巻町) その 1
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その 2

配 遺 跡 名 種 丹可 時   代 】逗 構 遺 物 所 在 地

41 さ る 穴 洞 穴 遺 跡 縄 文 縄文土器、石鏃 江刈字五日市

42 五  日 市 散 布 地 糸罷 文 縄文土器 (晩期 )、 土塁、石器 江刈字五日市

43 車  門  向 散  布  地 糸罷 文 縄文土器 江刈字車門

44 畑 散  布  地 縄 文 縄文土器、土偶 江刈字畑

45 泥 一逗 散  布  地 後期旧石器 石斧、尖頭器、石器、柱穴(13) 江刈字泥這

46 明 神  穴 洞 穴 遺 跡 縄 文 江刈字草門

47 書
加 沢 散  布  地 縄 文 縄文土器 (中期 ) 江刈字

48 遠  矢  場 散  布  地 縄 文 縄文土器、石斧 江刈字遠矢場

49 中沢・山の神 散 布 地 縄 文 縄文土器 (後期 )、 石器 再巻字中沢

50 宇 丹ll 縄 文 縄文土器 葛巻字宇別

51 宇 別 上 平 縄 文 縄文土器 葛巻字宇別

52 宇 別 盲 神 縄 文 縄文土器 葛巻字宇別

０
０
氏
υ 星 野 散 布 地 縄 文 縄文土器 葛巻字星野

54 /1ヽ 屋 敷 散  布  地 縄 文 縄文土器 葛巻字中屋敷

55 樺  ノ 木 縄 文 縄文土器 高巻字椛ノ木

56 中 館 城 館 跡 縄文～中世 縄文土器 葛巻字田子向

ワ
‘
Ｅ
υ 九 蔵  坂 散 布 地 縄 文 縄文土器 (後期・晩期 )、 石器 葛巻字九蔵坂

58 高 宮  寺 散  布  地 糸罷 文 土器、須恵器、社堂跡、窯跡 江刈字中村

59 土 谷 散 布 地 糸罷 文 葛巻字土谷川

60 志  民 沢 散 布 地 縄 文 縄文土器片 元木志民沢

61 次田 沢 散  布  地 糸罷 文 縄文土器 (前・晩期 ) 葛巻字只見

62 大 石 散  布  地 縄 文 縄文土器 (後・晩期)石器、土偶 葛巻字大石

つ
０
資
υ 一局 畑 散 布 地 縄 文 縄文土器 江刈字栗山

64 散  布  地 縄 文 縄文土器 江刈字栗山

65 キ ツ ネ 窪 散  布  地 縄 文 縄文土器 江刈字小泉

66 丹  内 沢 散  布  地 縄 文 縄文土器 江刈字栗山

67 野 散 布 地 縄 文 縄文土器、石器 葛巻字尻喰

68 愛  羅  瀬 散  布  地 縄 文 縄文土器 葛巻字愛羅瀬

69 シッペナイ 散 布 地 縄 文 縄文土器 江刈字五日市

70 日 影  平 散  布  地 縄 文 縄文土器 江刈字山岸

ワ
ｒ 和 山 石 沢 散 布 地 糸電 文 縄文土器 江刈字山岸

72 焼 野 散  布  地 縄 文 縄文土器 江 刈字山岸

つ
け
ワ
イ 宇  堂  水 散 布 地 縄 文 縄文土器 江

"
字滝沢

74 平 散  布  地 縄 文 縄文土器 江洲字日渡

75 中 窪 散 布 地 縄 文 縄文土器 江洲字日渡

76 横 道 散 布 地 縄 文 縄文土器 江 刈字日渡

ワ
‘

，
ｒ 館 窪 散 布 地 縄 文 縄文土器 江刈字滝沢

78 近  内 沢 散  布  地 縄 文 縄文土器 江

"
字滝沢

79 向 山 散 布 地 縄 文 縄文土器 江刈字車門

80 車  門  向 散  布  地 縄 文 縄文土器 (晩期 ) 江刈字車門
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その 3

No, 遺 跡 名 種
口
〃 時   代 迫退 構 迫退 物 所 在 地

０
０ コ イ  ド 散 布 地 縄 文 縄文土器 江刈字西里

つ
う
０
０ 戸  草  沢 散 布 地 縄 文 縄文土器 葛巻字戸草沢

つ
０
０
０ 鳩 岡 散 布 地 糸罷 文 縄文土器 江刈字鳩岡

84 誓加 谷 散 布 地 縄 文 縄文土器 (晩期 )、 石器 葛巻字荒谷

85 宇 別 東 館 城  館  跡 中 世 大字宇別

86 田 屋 館 城  館  跡 中 世 空 堀 田屋字田屋

ワ
‘
Ｑ

υ 冬 部  館 城  館  跡 中 世 石器、堀切、竪穴、(3～ 4)、 平場、腰郭 田部字市部内

88 寺 畑  館 城  館  跡 中 世 堀、平場 田部字寺畑

89 扇 ノ 沢 館 城  館  跡 中 世 堀、平場 (3段 ) 葛巻字小田

90 星 野  館 城 館 跡 中 世 堀、土塁 葛巻字星野

91 耕  雲  寺 経 塚 中 世 葛巻字小田

つ
と
〔
υ 小  田 館 城 館 跡 中 世 堀、平場 葛巻字小田

Ｏ
υ
〔
ソ 猿  方  館 城  館  跡 中 世 葛巻字猿方

94 高 家 領 館 城  館  跡 中 世 江刈内字高家領

95 椛 ノ 木 館 城  館  跡 中 世 堀、平場 葛巻字椛ノ木

96 中 沢  館 城 館 跡 中 世 堀、平場 葛巻字中沢

ワ
‘
∩
ソ 上 野 沢 館 城  館  跡 中 世 堀切、平場 葛巻字田代

98 鏡  沢  館 城 館 跡 中 世 葛巻字田子

99 八  幡  館 城  館  跡 中 世 葛巻字田子

100 長 者 久 保 城 館 跡 中 世 再巻字新町

∩
） 元  町 館 城  館  跡 中 世 三重空堀、平場、堀切、土塁 葛巻字元町

102 大 石  館 城  館  跡 中 世 平場 葛巻字大石

つ
０
∩
） 真下館(大沢館) 城  館  跡 二郭、空堀

104 宗光館(江刈城) 城  館  跡 中 世 堀切、平場、土塁 江刈字寺田

105 小 屋 瀬 館 城  館  跡 中 世 平場 (4～ 9段)竪穴 (31) 葛巻字小瀬屋

106 く れ 坪 館 城  館  跡 中 世 堀 江刈字小苗代

107 泉田館(高館 ) 城  館  跡 中 世 不 明 江刈字泉田

108 栗 山 向 館 城  館  跡 中 世 江刈字栗山

109 昼  沢  館 城  館  跡 中 世 空堀、土塁、二重堀、平場 葛巻字昼沢

110 荒 谷  館 城  館  跡 中 世 腰郭、堀切、住居跡 葛巻字荒谷

山 王 館 城  館  跡 中 世 平場、腰郭 江刈字滝沢

つ
る 車 門 向 館 城  館  跡 中 世 堀、腰郭 江刈字車門

つ
じ 車門五輪塔 五 輪 塔 中 世 五輪塔 江刈字車門

114 泥 這  館 城  館  跡 中 世 空堀、平場 (6段 )、 竪穴 江刈字泥這

115 西 里  館 城  館  跡 中 世 堀 江刈字西里

116 本 木  館 城  館  跡 中 世 空堀、虎口、平場 江刈字本木

ワ
‘ 向  田 代 散  布  地 生弥 弥生土器 葛巻字田代

― H―



Ⅲ 調査の方法と室内整理の方法
1.調査方法
(グ リッド〉の設定 (図版8図 )

調査地は県道に沿って南北に細長く続いているので、第 X系 に沿つたグリッドを設定した。北から南に向

け50mごとに I～ V区に大別し、さらに各区の中を細分し5mごとに北から南に 1～ 10、 東から西にa～ jと

し、それらの組み合わせでⅡ7eグ リッドとかⅢ6fグ リッドなどと呼ぶことにした。基準とした杭の座標

位置は、基準点 1が X=13,765.000m、 Y=46,270.000m、 標高273.512m、 基準点 2が X=13,635,000m、

Y=46,285.000m、 標高276.512mである。

(発掘の手順〉

粗掘の前に I～ Vの各区に試掘 トレンチを入れ、基本土層を確認した。炭化物や焼土が混入するⅢ層まで

バックホーで除去し、遺構検出・精査後人力で、掘 り下げて、さらに遺構検出・精査を行つた。精査は住居

跡を4分法、それ以外は 2分法を基本とし、遺構状況に応じて行つた。

(実測の方法)

実測は基本的に埋土の断面、及び平面、炉の断面、遺物出土状況などについて行った。平面実測は直角座

標系に合わせたグリッド杭を基準にして、簡易遣り方で行った6縮尺は20分の 1を原則とし、遺構状況によっ

ては10分の1の図面も作成した。

(写真撮影〉

写真撮影は3541mカ メラでモノクロと、カラーリバーサルで記録することを原則としたが、場合によっては

6× 7版 も使用した。また、ポラロイ ドカメラを補助的に使用し、フィール ドカー ドの観察記録も作成した。

調査終了後にセスナ機による航空写真撮影も行った。

(遺構の名称 )

遺構の名称は検出順に 1号・ 2号…としたが、精査中に状況が変わり、名称が変更になったり、欠番にな

ったものもある。また、遺構の種類ごとに、住居跡はRA,建 物跡はRB、 土坑はRD,焼 土遺構は RF、

墓墳はRT、 埋設土器はRZ,溝 跡はRG,を 頭に付した。

(遺物の殷り上げ)

遺物の取り上げは遺構ごとに、また、層位ごとに行った。遺構外の遺物についてはグリッドごとに層位を

分けて行つた。

2.室内整理方法
(遺構図面〉

遺構実測図は点検後、分解あるいは接合を行い、遺構ごとに トレースした。また併せて遺構配置図も作成

した。 トレース終了後の図面は点検後図版作成を行った。

(遺物の処理〉

遺物は水洗い後、遺跡略号・出土地等を注記し、可能な限り接合復元をした。その後器種ごとに分けて登

録し、写真撮影と実測を行った。実測図は点検後 トレースし遺構ごとに図版を作成した。

(図版の縮尺〉

図版作成は遺構番号順に行い、仕上がり寸法は原則として40分の 1と した。任意縮尺のものにはスケール

を付した。遺物図版の縮尺は土器土製品が 3分の 1、 石器は 2分の 1を基本とし、スケールを付した。写真

図版については、遺構は任意縮尺、遺物はすべて 3分の 2で掲載した。
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Ш層上面の検出遺構
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畝間状溝跡

第 9図 (1)Ⅱ 区遺構配置図
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第lo図 (2)Ⅲ 区遺構配置図
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Ⅳ 検出された遺構と遺物
1.基本土層
I区からV区までだいぶ様相が異なるが、遺構が多く検出されたⅡ

区付近の土層は図のようになる。

I層 10YR 2/3 黒褐色土 表土で砕石等の盛土層である。

層厚約30cm

Ⅱ層 10YR'2/1 黒色土  炭化物や焼土が含まれている。

層厚20～30cm

Ⅲ層 10YR 2/2 黒褐色土 礫や縄文時代の遺物を多く含む。

層厚約20cm

Ⅳ層 10YR 4/2 黄褐色土 砂質上で上面が縄文時代の遺構検

出面である。縄文土器片や礫を含む。

V層 礫層

層厚は約30cm

段丘礫層  層厚不明

2.Ⅲ層上面の検出遺構
Ⅲ層上面で検出されたのは焼土遺構 7、 柱穴状土坑群 1、 畝間状遺構群 1である。

(1)焼土遺構

RF01 焼土違構 (第 12図、写真図版 3)

(位置・検出面〉 Ⅱ区6eグ リッドに位置し、Ⅲ層上面で検出した。

(規模)     43cm× 30cmの範囲に不整形に広がる。厚さは最大1 6cmである。

(伴出遺物)(図版321、 写真図版221)

第11図 基本土層

焼土上位の埋土から出土している。321は深鉢口縁部で日唇押圧・口縁部に横平行沈

線・内面沈線の施文が、施されている。

検出層位から縄文時代より新しい。(時期〉

RF02 焼土遺構 (第 12図、写真区版 3)

(位置・検出面) Ⅱ区 7dグリッドに位置し、Ⅲ層上面で検出した◇

(規模)     42cm× 36cmの範囲に不整形に広がる。厚さは最大20cmである。

(伴出遺物)   出土遺物なし

(時期〉     検出層位から縄文時代より新しい。

RF03 焼土遺構 (第 12図、写真図版 3)

(位置・検出面) Ⅱ区 7eグ リッドに位置し、Ⅲ層上面で検出した。

(規模)     20cm× 3 1cmの範囲にいびつな三角形状に広がる。厚さは最大24clllである。

(伴出遺物〉   出土遺物なし

く時期)     検出層位から縄文時代より新しい。
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RF04 焼土遺構 (第 12図、写真図版 3)

(位置・検出面) Ⅱ区 7eグ リッドに位置し、Ⅲ層上面で検出した。

(規模)     36cm× 26cmの範囲に不整形に広がる。厚さは最大 10cmである。

(伴出遺物)   出土遺物なし          ,

(時期〉     検出層位から縄文時代より新しい。

RF05 焼土遺構 (第 13図、写真図版 3)

(位置・検出面) Ⅱ区 5eグ リッドに位置し、Ⅲ層上面で検出した。

(規模)     50cm× 1 3cmの 範囲に不整形に広がる。厚さは最大20cmである。

(伴出遺物)   出土遺物なし

く時期〉     検出層位から縄文時代より新しい。

RF06 焼土遺構 (第 13図、写真図版 4)

(位置・検出面〉  Ⅱ区 5eグ リッドに位置し、Ⅲ層上面で検出した。

(規模)     東側は調査区外に続くが、24cm× 15.5cmの 範囲に不整形に広がる。厚さは最大 1 lcmで

ある。

(伴出遺物)   出土遺物なし

く時期〉     検出層位から縄文時代より新しい。

RF07 焼土遺構  (第 13図、写真図版なし)

(位置・検出面) Ⅱ区 5eグ リッドに位置し、Ⅲ層上面で検出した。

(規模〉     不整形で67cm× 30cmで ある。

(伴出遺物)   出土遺物なし

く時期)     検出層位から縄文時代より新しい。

(2)柱穴状小土坑群  (第 12図、写真図版なし)

位置はⅡ7d～ Ⅱ8dグリッドで検出した。柱穴状小土坑群 21基を登録した。いずれもⅡ層面で検出し
た。直径は10～ 44cm、 深さは10,7cm～ 52.9cmである。平均すると径は1 6cm、 深さは14.9cmである。配置に

明確なものは見いだせなかった。断面や底面に柱痕跡を確認できるものはなかった。出土遺物はない。検出

面の層位から縄文時代よりは新しいと思われる。

(3)畝間状遺構  (第 14図、写真図版 5)

(位置・検出面) Ⅱ区の南西側 7e～ 7fグ リッド内に位置し、Ⅲ層上面で5条検出された。
(規模〉      5条 ともほぼ同方向で、西～東に傾斜する溝状のくぼみで、砂に覆われていた。溝の長

さは250～ 400cm、 幅34～ 48cm、 検出面からの深さは6～ 1 0cmで ある。

(伴出遺物)   出土遺物なし
(時期)     検出層位から縄文時代より新しい。
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~キ~Ⅱ

7d

競
4号焼土

5YR5/8 赤褐色焼土、
しまりなし。

粘性なし、

ＰＰ・８③

PP19

《》 PP20

地
◎

ダξ覇考号焼土

ン、く彗P3営焼土

2号焼土

▽

予臨Ⅷν
マ

3 堀りすぎ。ＰＰ．
◎

ＰＰ．
⑤ 1

2

3

4

3号焼土
5YR5/8 赤褐色焼上、粘性なし、

しまりなし。
10YR3/4暗褐色土と5YR5/8

赤褐色焼土との混合土、

粘性なし、しまりあり。
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、

しまりあり。

堀りすぎ。

ＰＰ・５
◎

ＰＰ８

◎

　
ｃｍ位単

ＰＰ・６
６

PP7 PP14

④ ◎
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4◎ 甲
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◎
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|

第刊2図  1～4号焼土 。桂穴状小土坑群

十 Ⅱ7e

マ

轡
l号焼土

′

碍 魁
れ

5YR4/8 赤褐色焼上、粘性なし、しまりなし。
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、ややしまる、

5YR4/8焼±1%含む。
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、しまりなし。
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、しまりあり。

C!「

i::!!!:;」

!

2号焼土
1 5YR5/8 赤褐色焼土。
2 10YR3/4暗 褐色土、粘性なし、し

まりあり。

PP10

⑨

穴 さ
２
．
一７

．
2 × 1

PP 4 × 52.9
PP 5 15× 13
PP 6 44× 33

PPll 19× 8 不 I

PP12 12× 11 46.2
PP13 18× 1 35.7
pplzL

× 1

PP17 18× 1
PP18 30× 27
PP19 13× 11
pp9∩ 14× 1

1:20
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~キ~Ⅱ

5d

6号焼土
1 5YR5/8 明赤褐色焼土、ねばりなし、サラサラ、

しまりなし。
2 5YR2/4 極暗赤褐色焼土、ねばり中、サラサラ。
3 5YR2/2 黒褐色上、ねばり中、しまり中。

0            1120

叫輩
A                                        B

5号焼土
5YR5/8 赤褐色焼土、粘性なし、 しまりなし、礫多く含む。
山礫層。

第13図 5～ 7号焼土

2m
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Aド望旧'S75旧                      _引B

畝状溝跡
1 10YR3/4暗 褐色上、砂、サラサラ、しまりなし、

ぬめりなし、川砂状。
2 10YR2/3黒 褐色土、粘り中、しまり中。

畝状溝跡

第14図 畝間状遺構
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3.Ⅳ、層上面 の検 出遺構 (縄文時代 )
(1)竪穴住居跡

RA01 (第 15図、写真図版 6)

(位置・検出層位〉 Ⅱ区の北東より4Eグ リッドに位置し、Ⅳ層上面で検出された。

(重複関係〉   西側の一部がRT01墓 獲と重複し、墓墳に切られる。

(平面形・規模) 隅丸長方形気味の楕円形で、長軸4.5m、 短軸3.3m、 深さ1 5cmほ どである。

(埋土)      3層 にわけられ、 1・ 2層は黒褐色上を主体として、親指大の炭化物を含む自然堆積で

あり撹乱箇所が見られる。

(壁 。床面〉   壁高は、最も残りのよいところで 1 5cmほ どである。床は踏み固められたあとが若千見

られ溝跡等の施設はない。

(柱穴)     床面に 8基検出されている。柱穴径は最大 25cm、 最小 1 lcmで、深さは7.3cm～ 5 1cmと な

っている。 P7と P8が比較的大型で、住居跡の中央に位置することから主柱穴の可能性

がある。

(炉〉      調査区内では検出されなかった。調査区外に付設されていると推測される。

(遺物)(図版32-2～ 6、 写真図版22-(1)-2～ 8)

埋土から完形に近い縄文土器の個体や破片、土偶の破片、石器が出土している。32-2

は広口壷又は、注口土器の頸部から胴部の破片で、平行沈線文を主として区分し、RL地

文と黒色磨きがほどこされている。32-3は深鉢の破片で、口縁部は欠損している。32-

4は小型の鉢で、口縁部が小波状で平行沈線、胴部は羽状縄文が施されている。32-5は

鉢の口縁部破片で、口縁部上位に平行沈線と連続刻目が施され下位は無文である。32-6

は土偶の肩から腕にかけての破片で、全体に刺突がほどこされている。32-7はつまみ部

分の欠損する石匙である。32-8は磨製石斧で刃部と基部ともに欠損する。

ぐ時期他〉    出土遺物より縄文時代後期と思われる。

RA02 (第 16図、写真図版 7)

(位置・検出層位)Ⅱ 7eグ リッドに位置し、Ⅳ面で検出した。

(重複関係)   東側でRA4号 堅穴住居跡とRA5号 に切られ、西側でRA6号 堅穴住居跡を切る。

(平面図・規模) 平面形は隅丸楕円形を呈するものと思われ、長軸は4.03m×短軸3.3mと 推定される。

(埋土)      3層 に分けられる。 1層 目は黒褐色土、中位 2層 目は砂状の褐色土から構成される。 3

層日は黒褐色土の中に褐色土が30%含 まれている。

(壁・床面)   壁は外傾し、高さ28cmである。床面は平坦である。東側は他の遺構に切られていて定

かではない。

(柱穴)     柱穴状土坑は 18基検出している。これらの回径の最大は48cm～ 53cm、 最小は6cm× 8cm

である。

(炉)      焼土を東側に 2基検出している。深さは東壁寄 りで、配置は64cm× 72cmの歪な円形で、

高さ1 0cm、 もう 1基は北側に位置し、26cm× 26cmの ほぼ円形で、厚さ約10cmで ある。

(遺物)(図版32-9～ 33-17、 写真図版22-9～ 23-17)

床面から32-10と 33-8・ 13、 埋土から多量の土器片が出土している。33-1は大型注
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1号住居跡
10YR2/3黒褐色土 炭化物含む、ねばりなし、
10マR2/3黒褐色土 炭化物含む、ねばりなし、
10YR2/2黒褐―色土 炭化物含む、ねばり中.

十 Ⅱも。

しまりなし、小石含む。
しまりなし、彼化物人間の親指大含|む )。

1号住居跡

Ｐ５
◎

AttPXmm 単位 :cm

１

２

３

0            1:20           21m

第15図 1号竪穴住居跡

14X12
P2 12× 11 8.6
P3 13X12
P4 16X14

6 ]】 × l

ZbX Z
P8 22X20
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口土器胴部破片で連続刻目と平行沈線が施されている。33-2は壷または注口土器の破片

で平行沈線や木葉状の沈線区画内に縄文が施され頸郡には張状の貼付がある。 3は深鉢、

4・ 5。 7は鉢又は台付鉢である。 6。 8は小型の鉢で、8は 口縁部羊歯状文が施されている。

9～ 11は鉢の破片である。9。 12・ 14・ }5は、平行沈線と磨消による施文され、 9は肥厚
し、一部くぼみをもつ波状口唇である。 16は壺の胴郡片で雲形文が施され赤色顔料が塗彩

されている。33-13は床面から出土した重、又は鉢の破片で沈線がある。33-16は赤色

顔料付着で雲形文が施されている。

(時期他)    出土遺物より縄文時代晩期中葉と思われる。

RA03 (第 17図、写真図版 8)

(位置・検出層位)Ⅱ 6eグ リッドに位置する。

(重複関係〉 RD10土坑とR D16土坑そしてRD17土坑に切られている。

(平面図・規模〉 平面形は隅丸精円形を呈するものと思われる。長軸4.3m× 短軸3.15mと推定される。

(埋土)

(壁 。床面〉

(柱穴〉

15層に分けられる。全体的に 3層目には土器片が含まれる。15層 日は褐色土で粘性なく、

締まる。

壁は高さ20cm程で緩やかに外傾して立ち上がり、高さ20cm程である。床面はほぼ平坦で

ある。

柱穴は 2基検出している。規模は径26cm～41cm、 深さは29.6cm～ 38.3c皿である。柱痕跡

は不明である。

(炉)      検出されなかった。

(遺物〉 (図版34-1～ 35-10、 写真図版24-1～ 25-9)

埋土から多量の土器と土器片が出土している。中でも34-3・ 5～ 7・ 17は埋土の下位か

ら出土している。34-1は胎土に繊維を多量に混入する深鉢で、粗い縄文が施されている。

2は 日縁部付近が土製品の破片と思われ、平行沈線を主として区画文と磨消文が表裏に施

されている。9～ 12は ほぼ完形の土器で、羊歯状文や三叉文が主に施文されている。 11の

台部には透かしがある。 13は注目土器の破片、17は注目部の破片である。 18は短いが両刃

加工で打製石斧のようである。35-1は凹石の破損品である。 2～ 7は土偶の破片である。

2は胴部～左脚が残存し、腹部に沈線や刺突が施されている。3は肩から腕の破片で4～ 7は

脚部の破片である。8は土錘と思われ、溝が十字になっている。 9は小型の壷、 10は筒状

の鉢で下位に孔が一つあいている。34-5は深鉢の口唇部で大波状口唇、平行沈線、円形刺

突文が施されている。鉢が 6点、壷が 3点、土偶が 5点、その他が出土している。34-9

～ 111ま鉢の完形。35-8は土錘の完形で十字沈線、頸部が茶色である。土偶はすべて中実

で35-2の胴部～肩は刺突文、35-3の肩～腕は無文、35-4は片脚、35-5はスタンプ

又は足で無文、35-7の右足は無文などである。

(時期他〉    縄文時代後期中葉から縄文時代晩期前葉の遺物が出土しているが、埋土下位の出土遺物

でも特定できない。晩期前葉の可能性が高い。
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42号住居跡

当

P2

『ぽ
¨

Ｍ

２

　

３

0            1:20

1

2

3

4
5

十二質

A洋2'34mm

2号住宅跡 P2
10YR2/2黒褐色土、粘性あり、しまりあり。
10YR2/2黒褐色土、粘性あり、しまりややあり、炭化物1%含む。
10YR2/3黒褐色土、粘性とてもある、しまりあり (やや粒系円の砂質)。
10YR2/3黒褐色土、粘性あり、しまりなし。
10YR4/6褐色上、粘性あり、しまりあり。

第16図 2号竪穴住居跡

2号住宅跡 N一 S
10YR3/2黒褐色土、少々ぬめりあり、ねばり中、しまり中。
10YR4/6褐 色土、ぬめり中、ねばりなし、砂状。
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、しまりなし。

10YR3/2黒褐色土、少々ぬめりあり、ねばり中。
10YR4/6褐色上、ぬめり中、ねばりなし、砂状。

2号住宅跡 1号焼土
5YR4/8 赤褐色焼土、粘性なし、よくしまる。    1
5YR4/8 赤褐色焼土と10YR4/6褐色土との混合土、

粘性なし、よくしまる。          2
10YR5/8黄褐色上、粘性なし、しまりあり。

単位 :cm

2号住宅跡 2号焼土
10YR4/6褐色土と5YR4/8赤褐色焼土との混合

土、粘性なし、 しまりあり。
10YR5/8黄褐色土、粘性なし、よくしまる。

2号住宅跡 W― E

Pl 24× 21 248
P2 53× 48
P3 35× 33 53.4
4 ×

P7 8× 6
P8 12× 11
P9 12× 11 4.6
Pl 10× 9

]× ]

P14 14× 13 4.2
P15 29× 27 た15
P16 19× 16
7 × 1
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3号住居跡
十 二6e

単位 :cm

十 Ⅱ7e

AN3700m

1 10YR3/4暗 褐色上、粘性なし、しまりなし、小礫30%含む。
2 10YR3/4暗 褐色土、粘性ややあり、しまりややあり、小礫5%含む。
3 10YR2/3黒 褐色上、粘性あり、しまりあり (■器片多量に含む)。
4 10YR5/8黄 褐色土と10YR3/4 暗褐色土との混合土 (砂土)、 粘性な

し、固くしまる (排土か ?)。
5 10YR2/3黒 褐色上、粘性あり、しまりややあり (3と 同じであるが、 しまり弱い)。
6 10YR2/3黒 褐色上、粘性なし、固くしまる、10YR5/8 黄褐色±30%含む、排土。
7 10YR2/2黒 褐色土、粘性あり、しまりあり、炭化物1%含む。
8 10YR5/8黄 褐色土、粘性なし、とても固い、排土。
9 10YR2/3黒 褐色上、粘性なし、固くしまる、10YR3/3 浅黄橙色±20%含む。
10 10YR2/3黒 褐色上、粘性なし、固くしまる、10YR3/3 浅黄橙色±50%含む。
11 10YR2/3黒 褐色上、粘性なし、固くしまる、10YR8/3 浅黄橙色±30%含む。
12 10YR2/2黒 褐色土、粘性あり、しまりなし。
13 10YR3/3暗 褐色土、粘性あり (やや砂質)、 しまりなし。
14 10YR2/2黒 褐色土、粘性あり、しまりあり、 (炭化物1%含む)、 71こ同じ。
15 10YR4/6褐 色上、粘性なし、しまりあり (壁崩壊土か)。

0             1:20           2m

第17図 3号竪穴住居跡

卜

名
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Ｐ．．
⑥

4号住居跡

4号住居跡
1 10YR3/4暗 褐色上、粘性なし、非常に固い。
2 10YR3/4暗 褐色土、粘性なし、もろい、50%礫含む (近代遺構の柱六埋土)。
3 10YR3/4暗 褐色上、粘性あり、しまりややあり、土器片多量に出土。
4 10YR3/4褐 色土、粘性あり、しまりややあり。
5 10YR2/3黒 褐色上、粘性ややあり、しまりあり (他の遺構の埋土か ?)。
6 10YR3/3暗 褐色上、粘性ややあり、しまりあり (他の遺構の埋土か ?)。

Gド
273.000m 引‖

26号土坑

単位

4号住居跡 炉 (焼土)
5YR5/8 赤褐色焼土、粘性なし、国くしまる。
5YR5/8 赤褐色焼土と10YR3/4暗褐色土との混合土、粘性ややあり、

しまりなし。

0            1:20           2m

第18図 4号竪穴住居跡

RA04

10YR3/4暗 褐色土、粘性なし、
しまりややあり。

40× 3
P3 40× 34
P4 26× 20
P5 9× 17
PA 4× 1

rr 4× 1

P8 2×

P9 8× 8
P10 13× 12 4.6
Pl 7× 1 159

-26-



RA04 (第 18図、写真図版9)

(位置・検出層位〉 Ⅱ7eグ リッドに位置する。

(重複関係 ) RA2堅 穴住居跡より新しいと思われる。

(平面形・規模) 平面形は円形を呈するものと思われ角。長軸は3.85m× 短軸は3.65mと推定される。

(埋土 )

(壁・床面 )

(柱穴 )

6層 に分けられる。上位面は暗褐色土で 3層 目に土器が多量に出土している。 5。 6層

目は他の遺構の埋土と思われる。

壁は緩やかに外傾して立ち上がる。高さ20cm程で、床面はほぽ平坦である。

柱穴は11基検出している。規模は径8cm～ 60c皿、深さ4.5cm～ 27.3cmである。大は径60

cm、 深さ18.6cmで住居内にあるが土坑とも思える。

焼± 1基検出している。直径60cm×単径50cmで、厚さは最大で10cm程である。(炉〉

(遺物 ) (図版35-11～ 36-13、 写真図版25-10～ 26-10)

多量の縄文土器と礫石器が、埋土からの出土である。35-11は粗製深鉢の日唇部の一部

に二山状小突起がある立体、35-12は重の破片で、頸部付近に平行沈線と胴部は研磨され、

赤色顔料が塗彩されている。 13は小型の鉢で、口縁郡に羊歯状文が施されている。36-4

も同じく赤色顔料が施されている、36-3は壷、10は台付鉢で、他は鉢のようである。 6は

平行沈線による施文がなされている。 12は側面に敲打痕があり、13は、両側面に敲打痕と

研磨面がのこる凹石である。36-5は壺の口縁部で工字文が施されている。

(時期他 ) 縄文時代後期前葉～縄文時代晩期後葉の土器もあるが晩期前棄と思われる遺物が多い。

晩期前葉の可能性が大である。

RA05 (第 19図、写真図版 10)

(位置・検出層位〉 Ⅱ7eグ リッドに位置する。

(重複関係〉 西側はRA2堅穴住居跡と重複している。
(平面形・規模〉 平面形はほぼ円形を呈するものと思われる。長軸2.25m×半径1.9mと推定される。
(埋土〉      7層 に分けられる。上位面は黒褐色土主体で 3層 目には土器が含まれる。

(壁 。床面〉   壁高は約30cmである。床面はほぼ平坦である。
ぐ柱穴)     柱穴状土坑は4基検出している。径は1 2cm～ 53cm、 深さ12.5cm～ 51.3cmである。配置

は不明である。

(炉〉      焼土を南西の位置で 2基検出している。径は1 0cm～ 20cmの 楕円形である。

(遺物)(図版36-14～ 19、 写真図版26-11～ 16)

(時期他 )

埋土から縄文土器片が少量得られている。図版36-14・ 18は底部付近の破片、他は口縁

部～胴部の破片である。器種は鉢または深鉢と思われる。 15は羊歯状文、16は沈線区画の

磨消がされている。 17は 口縁部無文帯の下位に圧痕が19は沈線が巡つている。

遺物は縄文時代後期中葉から縄文時代晩期前葉のものが出土しており、縄文時代晩期前

葉の可能性が高い。

RA06 (第 19図、写真図版 10)

(位置・検出層位〉 Ⅱ7fグ リッドに位置する。

(重複関係)    2号 竪穴住居跡に切られる。 10号・20号土坑と重複している。
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十
二 7e

10YR2/3黒褐色土、粘性ややあり、 しまりややあり。
10YR3/4暗褐色土、粘性ややあり、 しまりあり。
10YR3/4暗褐色土、粘性なし (砂質) 、しまりあり

(2よ りしまる)、 土器片含む。
10YR3/4暗褐色土、粘性なし (砂質)、 しまりあり

(2、 3と 同じであるが、やや、礫が混入する)。
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、しまりややあり。
10YR5/8黄褐色上、粘性なし、しまりあり (地山)。
10YR4/6褐 色土 (砂質)、 排上、しまりなし。

RA05    単位 :cm
径  I決 さ

Pユ 42× 3
!4× 14

4 8×

5号住居跡

10号土坑 1

2

3

4
5

第19図 5,6号竪穴住居跡

8ド
273,00m_4D

1号埋設土器
10YR2/1黒 色土と10YR5/8 黄褐色土との混

合土、粘性あり、 しまりなし。

0            1:20           2m

5号住居

含む)。
10YR3/3暗褐色土、粘性なし、しまりややあり、炭

化物2%含む。
10YR3/3暗褐色土、粘性あり、良くしまる、やや砂

質である。
10YR5/8黄褐色土、粘性なし、良くしまる。
10YR5/8暗褐色土と10YR2/1 黒色土との混合土、

粘性、しまりともになし。

17× 15
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(平面形・規模) 一部しか残存していないが、ほぼ円形を呈するものと思われる。規模は直径3.25mと推

定される。

(埋土)      5層 に分けられる。上位は暗褐色土で土器片が含まれる。 2層 日も暗褐色土で炭化物が

2%含 まれる。

(壁 。床面〉   壁高は約20cmであり床面はほぽ平坦である。床面に 1。 2号埋設土器を検出した。

(柱穴)     柱穴状土坑は 7基検出している。径 1 0cm～ 26cm、 深さ12,8cm～ 36.lcmで ある。配置

は不明である。

(炉〉      検出できなかった。

(遺物)(図版36図 -20・ 21、 写真図版26-17・ 18)

埋土から数点の土器片が出上している。20。 21と も注目土器の破片である。20は平行

沈線と粘土貼付、連続押圧による施文がなされ赤色顔料が塗彩されている。21は平行沈

線と列点状の連続押圧、 C文状や Z字状やの沈線文が施されている。

(時期他)    出土土器より縄文時代晩期に属すると思われる。

RA12 (第 20図、写真図版11)

(位置・検出層位〉 Ⅱ6fグ リッドに位置する。

(重複関係)   南東側がRA3号住居跡と重複している。南西側に 2・ 3号墓墳と重複し、南側もRD6

号土坑と重複している。

(平面形・規模) 平面形は精円形を呈するものと思われ、直径4,35m× 4.Omと 推定される。

(埋土〉      7層 に分けられる。上位面は黒褐色土で 3層 目には土器が多量に含まれている。下位面

は暗褐色上で粘性なし、しまりありである。

(壁・床面〉   壁高は20cm～ 30cmで外傾している。床面はほぼ平坦である。

(柱穴)     柱穴状土坑は 6基検出している。規模は口径 1 lcm～ 52cm、 深さは16.Ocm～ 35.5cmで ある。

(炉〉      地床炉と思われる焼土を住居跡中央に 1基検出している。64cm～ 70cm、 厚さは最大 15

cm程である。

(遺物)(図版37図 -1～ 12、 写真図版26-19～ 27-3)

床面から37-3・ 4・ 7の土器片と10の土製品が出土し、他は埋土から出土している。3

は小型の壷の破片で無文 。研磨されている。4は鉢の口縁部で無文・研磨されている。 7

は深鉢の口縁部片で波状を呈し、口縁部に沿う平行沈線が施文されている。 10は四脚付

皿のミニチュア品である。埋土出土遺物も破片が多い。 1・ 2は、大きな波状を呈して、広

がる口縁部を持つ深鉢である。 5は壷の 9は深鉢の胴下部～底部である。 11は土偶の脚

部、 12は円盤状土製品である。深鉢が 3点、 1は大波状口唇と羽状縄文が施れている。3

は無文で内面にナデが施されている壷の胴部、11は土偶の左脚で中実である。10は動物

の脚を表現している皿形の土製品、12は外周がギザギザの土製円盤である。

(時期他)   時期は床面出土の土器から、縄文時代後期中葉の可能性が考えられる。

RA13 (第 21図、写真図版11)

(位置・検出層位)Ⅱ 7dグ リッドに位置する。

(重複関係)   RD28・ 29と重複し、東側は調査区外となり未検出である。
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12号住居跡

3号墓坑
＼Ｐ６③ 十 Ⅱ6f

Pl

ム◎
レ透

れΦ③
Ｐ４①ム卜

Aド2,&OWn

12号住居跡
10YR2/2黒褐色土、粘性なし、しまりなし、小礫30%含む。
10YR2/3黒褐色上、粘性なし、しまりあり。
10YR2/3黒褐色土、粘性あり、しまりややあり (上器片多量

に含む)。
10YR3/4暗褐色上、粘性あり、 しまりあり。
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、しまりなし。
10YR3/4暗褐色上、粘性なし、しまりあり。
10YR4/6褐色土、粘性なし、しまりなし。

cド
273割Om ttD     Eド273.000m ttF

Gド
2,3000m引円

１

２

３

　

４

５

６

７

12号住居 焼土
1 10YR5/8赤 褐色焼上、粘性

なし、しまりあり。
2 10YR2/8灰 白色土に焼土や

やまじる、粘性な
し、砂質、しまり
なし。

Pl
10YR3/4暗 褐色土。
10YR4/6褐 色土。

P2,P3
1 10YR3/4暗褐色上、粘

性なし、しま
りあり。

10YR3/4暗褐色土、粘性な
し、 しまりあり、
礫1%含む。

帥

　

Ｖ

Ｐ４

0            1:20           2m

第20図  12号竪穴住居跡

単位 :cm

Pl 52× 46
P2 12× 11 140
R 23× 18
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十 Ⅱ7d
13号住居

10YR3/4暗褐色上、粘性なし、しまりややあり。
10YR2/3黒 褐色上、粘性なし、しまりややあり

(炭化物3%含む)。
10YR4/6褐 色土、粘性なし、しまりあり。
10YR2/1黒 色土、粘性なし、しまりややあり、

炭化物50%、 焼±1%含む。
10YR6/8黄褐色上、粘性なし、しまりあり(排土 ?)。
10YR3/3暗 褐色上、粘性なし、しまりなし。

AN&mom

0            1:20 2m

第21図  13号堅穴住居跡

(平面形・規模) 平面形はほぼ円形を呈していると思われ、直径約5.5mである。
(埋土)      6層 に分けられる。全体的には粘性なし、爪で押さなければへこまない程度にしまりあ

りである。 1層 日と4層 日は炭化物を含む。

(壁 。床面)   壁高は25cmで、床面はほぼ平坦である。
(柱穴)     検出されなかった。

(炉)       4層 目に炭化物50%と焼±1%を含む。

(遺物)(第 38図 -1～ 17、 写真図版27-4～ 20)

床面から2・ 5・ 13の 土器片が、他は埋土からの出土である。7は鉢の破片で13は雲形

文が施されている。15は粗製深鉢の破片で、横位に結束のある羽状縄文が巡る。 1・ 3・ 8

は鉢で1は羊歯状文、3は沈線と連続刺突・磨消文が巡る。8は羊歯状文と雲形文が施され

ている。4・ 6は壷で、4は羊歯状文、6は変形工字文が施されている。9～ 12・ 14。 15は

回縁部の破片で、沈線文や連続刻状の施文がなされている。16は注目土器の注目部の破片

である。17は磨製石斧で刃部が欠損している。1は波状日縁で入組文の鉢、4は羊歯状文で赤

色顔料が塗彩された注口土器である。14も赤色顔料が施されている。17は磨製石斧である。

時期は床面出土の土器から縄文時代晩期中葉と思われる。

１

２

　

３

４

　

５

６

マ

(時期他〉
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(2)土坑

土坑は 22基検出している。遺構番号は連番でRDl～ RD32と 登録したが、欠番扱いとしたものがあ

る。また、墓墳に登録変更したものもある。

RD05 (第 22図、写真図版 12)

(位置〉      Ⅱ4eグリッドに位置する。

(検出状況〉   RTl号 墓壊の北の位置にあり、墓境の可能性もあるが、定かではないので土坑とし

(規模・形状)

(埋土)

(出土遺物〉

が出上している。

(第 39図 -1・ 2、 写真図版28-1・ 2) 埋土から土器片が数点出土している。 1は鉢の回縁部

片で、沈線と連続刻目状の施文がみられる。 2は壷の日頸部の破片と思われる。平行沈線と

連続刻目 2条の施文がなされている。

時期は出土遺物から縄文時代晩期前葉と思われる。

(第 22図、写真図版 12)

Ⅱ6fグ リッドに位置する。

RD8号土坑に切られ、RD12号土坑を切る。

残存部分のわかるところは、開口部径220cmX( )cm、 底部経190cm× ( )cm、 深さ1 5cm、

平面形は円形もしくは楕円形と思われるが不明。

4層からなる。暗褐色土主体で、 3層は黄褐色土との混合土、粘性あり、しまりありで

ある。

(出土遺物)(第39図 -3～11,写真図版28-3～ 11)埋土から土器や土器片、土製品、石器が出土している。

3は粗製の深鉢で口縁部は欠損している。4・ 5・ 7は深鉢の口縁部片で、4・ 5は波状口縁

を呈する。平行決線や連続刻押圧の施文がなされている。6は深鉢の破片で平行沈線によ

る曲状文が施されている。7は羊歯状文が施されている。8は台付鉢の台部で沈線が巡る。

9。 10は円盤状土製品である。11は棒状の石器で両端が敲打により欠損している。

(時期)     時期は縄文時代後期前葉の土器も混入しているが、縄文時代晩期前葉の可能性が高いと

思われる。

RD07(第 22図、写真図版 12)

(位置)     Ⅱ7fグ リッドに位置する。

(検出状況〉    6号 住居跡の中から出土した。

(規模・形状) 開口部は径110cmX 105cm・ 底郡型は70cm× 60cm・ 深さ20c皿、平面形は円形、断面形

は皿形を呈する。底部はほぼ平坦であり壁は緩やかに外傾する。

2層 日は 1層 目より堅く、炭化物20%を含み 1層より出土土器が少ない。(埋土 )

(出土遺物 ) (第40図 -1～ 3、 写真図版28-12～ 14) 埋土から縄文土器片と土製品 2点が出上している。

ている。

開口部径 158cm× 85cm。 底郡径 140cm× 65cm・ 深さ65c皿、平面形は楕円形、断面形は

ビーカー形を呈する。底面はほぼ平坦である。

6層からなる。 1層 日は暗褐色土で、土器片が出土している。 2層 日は褐色土で土器片

(時期〉

RD06

(位置)

(検出状況)

(規模・形状〉

(埋土)
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引~Ⅱ 4e 5号土坑  蜘と  A

A岸273崩 n

1 10YR3/4暗 褐色土、粘性なし、しまりあり、土
器片含む。

A洋ぎ73測
Om

6号土坑

十Ⅱ質

6号土坑
10YR3/3暗褐色土、粘性ややあり、しまりややあり。
10YR3/3暗 褐色土、粘性ややあり、しまりあり。
10YR3/3暗褐色土と10YR5/8 黄褐色との混合土、粘性や

やあり、しまりあり。
10YR5/8黄褐色上、粘性あり、しまりあり。

2 10YR4/4子
旱亀圭i粘

J性なし、 しまりあり、土堰器 =豆≡≡≡≡≡≡三≡豆ワZミ:ζ
3

4

5

6

10YR4/6褐色土、粘性ややあり、しまりあり、
礫の崩壊土か ?

10YR4/4褐色土、粘性あり (やや砂質)、 しまり
なし。

10YR3/4暗褐色土 (砂土)、 粘性ややあり、しま
りなし。

10YR5/3にぶい黄褐色砂
くなし、掘りす

7号土坑

A悔273 2Wm

土、粘性なし、 しまり全
ぎか ?

十Ⅱπ

AOYR2'ξ 熱 色土、粘
性あり、しま
りややあり、

t       き至1衰属場
1%含む。

2 10YR2/3黒 褐色と、粘
性よくある、
しまりややあ

十二予f OYR2/3絵計し誓
りややあり、
10YR5/8黄
褐色土まばら
に含む。

4 10YR3/4暗褐色土、粘
性あり、よく
しまる。

5 10YR2/3黒 褐色上、2
と同じである
が、やや黒色
が強い。

6 10YR3/4暗褐色土、粘
性あり、しま
りなし、砂質
である。

7 10YR5/8黄褐色土、粘

A

AN3.200m

7号土坑
10YR3/2黒 褐色土、粘性あり、しまりややあり。
10YR4/4黒 褐色土、粘性あり、しまりややあり (1よ りは国い)、

炭化物20%含む。10YR5/8 黄褐色±30%ブロックで
含む。土器は1から出± 2から出土する土器は少々 (炭焼き
の土坑か ?)。

性あり、 しま
りなし、10Y
R3/4暗褐色

0        1:20       2m土 まばらに含
む。

第22図 5～ 8号土坑
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第40図 -1は注口土器の胴部破片で上半には三叉文と変形沈線文が巡り、下半は無文で

研磨されている。2は動物形土製品の破片と思われる。3は土偶の胴部破片のようである。

時期は出土遺物から縄文時代晩期前葉の可能性がある。(時期〉

RD08

(位置)

(検出状況 )

RD10

(位置 )

(検出状況 )

ぐ規模・形状)

(埋土〉

(出土遺物)

(時期)

RDll

(位置〉

(検出状況)

(規模・形状)

(第22図、写真図版 12。 13)

Ⅱ6fグ リッドに位置する。

6号住居跡と6号土坑跡を切る。

(規模・形状)  開口郡径は155cm× 1 16cm・ 底郡径は100cm× 73cm。 深さ40cm、 平面形は楕円形、断面

形は皿形を呈する。底部はほぼ平坦であり、壁は外傾する。

(埋土)     7層 に分けられ、黒褐色が主体である。 1層 日からは土器片が多量に出土しており、炭化

物が 1%含まれている。

(出土遺物〉 (第40図 -4～ 12,写真図版28-15～ 29-5) 埋土から土器、土器片と石器が出土している。

第40図 -4～ 6は台付鉢のほぼ完形品で、 4・ 6は羊歯状文、 5は K字状文が施されて

いる。 7は鉢でRCの字文に沈線と、磨消による区画文が施文されている。 8・ 9・ 11

は日縁部破片で 8には補修孔が見られる。 10は台付土器の台部で字文はなく平行沈線が

巡つている。 12は石槍とおもわれる石器で、両面からていねいに打敲加工がなされてい

る。

(時期)     時期は出土遺構から縄文時代晩期中葉と思われる。。

RD09は 欠番

(第 23図、写真図版 13)

Ⅱ7eグ リッドとこ位置する。

RD16号土坑の南側で検出した。

開口部径は130cm× 120cm・ 底部径は6 5cm× 60cm・ 深さ1.4cm、 平面形は歪な楕円形、

断面形は皿形を呈する。底部はやや平坦であり、壁は緩やかに外傾する。

5層 に分けられ、主に暗褐色土で占められ、しまる。

出土遺物なし

時期は縄文時代と思われる。

(第23図、写真図版 13)

Ⅱ6eグ リッドに位置する。

北東側に4号埋設土器、西側に 3号埋設土器があり、北側で土器が出土された。

開口郡径は210cm× 210cm・ 底部径は1 62cm× 190cm。 深さ40cm、 平面形は円形、断面

形は皿形を呈する。底部はほぼ平坦であり、壁はゆるやかに外傾する。

8層 か らなる全体の傾向は、 2層 目には炭化物が 3%含 まれ、 4層 目にも炭化物が

50%と焼± 1%が含まれている。

(出土遺物〉 (第41図、写真図版29-6～ 24) 埋土から土器片が出土しているが、埋土の上～中位で得られ

たものが大半で、1～ 3が埋土下位から得られている。1は台付鉢の胴下位から台部で、接

続部付近に、隆帯による三叉状の施文が巡わる。 2・ 3は鉢の日縁部破片で羊歯状文や連続
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10号土坑

AttP73.2mm

10号土坑
1 10YR3/4暗 褐色土、粘性あり、しまりややあり
2 10YR4/4褐 色土、粘性なし、しまりややあり。
3 10YR3/3暗 褐色土、粘性なし、しまりあり。
4 10YR3/4暗褐色土、よく粘る、しまりあり。
5 4と 同じであるが、粘りがさらに強くなる。

4号埋設土器

A洋ぎ
73300m

~キ~Ⅱ

7d

AN・ 00m

11号土坑
10YR2/3黒 褐色土、粘性なし、しまり全く

なし、小礫20%含む。
10YR2/2黒 褐色土、粘性なし、しまりやや

あり。
10YR3/4暗褐色上、粘性あり、しまりなし。
10YR3/4暗褐色土、粘性ややあり、しまり

ややあり。
10YR3/4暗褐色土、粘性あり、しまる、炭

化物2%含む。
10YR3/4暗褐色上、粘性あり、固くしまる。
10YR2/3暗褐色土、粘性あり、しまり全く

なし。
10YR4/6褐色土、粘性なし、しまりあり。

――引B

14号土坑
10YR2/2黒褐色上、ねばり中、しまり中。
10YR2/1黒 色土、しまり中、ねばり中。
10YR3/3暗 褐色土、しまり中、ねばり中。
10YR3/3黒褐色土、しまり中、ねばり中、

炭1%含む。
10YR4/1褐灰色上、しまり中、ねばり中、

小指大の石1%含む。
10YR3/1黒 褐色上、しまり中、ねばり中。
10YR2/2黒 褐色土、しまり中、ねばり中。
10YR2/2黒 褐色土、しまり中、ねばり中。

0             1:20 2m

｀
 ヽ←
′

+ⅡЫ

都

参

醸

13号土坑

A岸三273側Om

13号土坑
10YR2/1黒色土。
10YR2/3黒褐色土と褐色上の混合土、

しまりなし。

―十一Ⅱ5g

14号土坑

第23図  10。 11・ 13・ 14号土坑

外
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(時期〉

刻状文が施文される。 13は鉢または台付鉢でX状字文や雲形文が施されている。 15は広

口壺で平行沈線で区画された頸部は無文上位と下位には三叉文を主とした施文がなされて

いる。 18は小型重で無文である。19は土錘と思われ、長軸と短軸に沈線が巡る。

時期は出土遺物より縄文時代晩期初頚から前葉と思われる。

RD1 2イま削除

RD13 (第 23図、写真図版14)

(位置)     Ⅱ5eグ リッドに位置する。

(検出状況〉   北側半分の壁は検出困難で検出できなかった。

(規模・形状)  開口部は100cm× 100cm・ 底部径は65cmX 60cm・ 深さは30cm、 平面形は円形、断面形

はビーカー形を呈する。底部はほぼ平坦で、壁はほぼ直立する。

(埋土)     調査手順の誤りで実測していないが、炭化物がまばらに混入し黒褐色土を主としていた。

(出土遺物)(第42図、写真図版29-25) 埋土から縄文土器片が得られている。鉢または台付鉢の口縁部

から胴部の破片で、口縁部に平行沈線と羊歯状文、2個 1対の粘土粒の貼付が見られる。

(時期〉     時期は出土遺物から縄文時代晩期前葉と思われる。

RD14 (第 23図、写真図版14) RD18と 同じ

(位置 )

(検出状況〉

(規模・形状〉

(埋土)

(出土遺物 )

(時期〉

RD15

(位置 )

(検出状況 )

(規模・形状 )

(埋土〉

(出土遺物)

(時期)

Ⅱ5fグ リッドに位置する。

Ⅱ区の北東側に位置している。

開口部径は240cm・ 底部径は70cm。 深さは5 5cm、 平面形は楕円形、断面形は皿形を呈

する。底部はほぼ平坦であり、壁は緩やかに外傾する。

8層に分けられる。 4層目には炭化物 1%が含まれ、 5層 日は褐灰色土、粘り中、しま

り中で小指大の石 1%が含まれる。

(第42図 -2～ 5、 写真図版29-26～29)埋土下位から縄文土器数点が得られている。2は鉢形

土器の胴～底部で無文である。3は 日縁郡突起の破片で、突起に三角形状の沈線区画が施

されている◇4は胴部上位の破片で、束r突 と平行沈線による施文がある。5は 日縁部の破片

で、連続するX字状の施文と平行沈線が巡る。

時期は出土遺物より縄文時代晩期前葉の可能性が高い。

(第24図、写真図版 14)

Ⅱ5eグ リッドに位置する。

火山灰状の堆積物で検出された。

開口部径は65cm× 55cm。 底部径は50cm× 47cm・ 深さは8cm、 平面形は円形、断面形は皿

形を呈する。底部は平坦であり、壁は外傾する。

1層 だけで、浅黄色の灰状の堆積層で、分析・鑑定の結果十和田a火 山灰であるとされた。

詳細は分析・鑑定のページで参照。

出土遺物なし

時期は古代と思われる。
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RD16 (第 24図、写真図版14)

(位置〉      Ⅱ6eグリッドに位置する。
(検出状況)   RA3号 住居跡を切る。RD10号土坑跡を切る。

(規模・形状)  開口部径は120cm× 85cm・ 底部径は見5clll× 75cm。 深さ22cm、 平面形は精円形、断面形
は皿形を呈する。底面は平坦であり、壁は外傾する。

(埋土)    4層 からなる。 1層 日は暗褐色上で、礫 1%含む。

(出土遺物)(第42図 -6。 7、 写真図版29-30。 31) 埋土中から、数点の上器が得られている。6・ 7は口

縁部の破片である。 6は波状口縁で横位の平行沈線の間に楕行して、垂下する沈線が施文

される。7は平行沈線と溝状の粘上の貼付による施文がなされている。

(時期)     時期は出土遺物より縄文時代後期と思われる。

RD17 (第 24図、写真図版15)

(位置)      Ⅱ6eグリッドに位置する。
(検出状況)   RA3号 住居跡を切り、西側半分の壁ははっきり検出されなかった。
(規模・形状)  開回郡径は90cm× 80cm。 底部径は80clll× 65cm。 深さ20cm、 平面形は歪な楕円形、断面

形は皿形を呈する。底面はほぼ平坦であり壁は外傾である。

(埋土)      1層 目は暗褐色土で粘性あり、締まりがややある。 2層 日は黄褐色土で地山の排土と思
われる。

(出土遺物)   出土遺物なし

(時期〉     縄文時代と思われる。

RD18は RD14に 変更となった。

RD19 (第 24図、写真図版15)

(位置)     Ⅱ4eグリッドに位置する。

(検出状況〉   RAl号 住居跡内から検出された

(規模・形状)  開日部径は50cm× 75cm・ 底部径は30clll× 55cm。 深さ12clll、 平面形は楕円形、断面形は
皿形を呈する。底部は平坦であり、壁は外傾する

(埋土)     RAl号 住居内の上坑で、 2層からなり、ともに粘性なし、しまりなしである

(出土遺物)   出土遺物なし

(時期〉     縄文時代と思われる。

RD20 (第 25図、写真図版15)

(位置)      Ⅱ7eグ リッドに位置している。
(検出状況)   RA2号 住居跡を切る。RD21号 土坑跡を切る。
(規模・形状)  開口部径は80cm× 100cm・ 底部径は65cm× 74cm・ 深さ80cm、 平面形は歪な円形、断面

形はビーカー形を呈する。

(埋土)      3層 に分かれている。暗褐色土主体で黄褐色土を20%含んでいる。
(出土遺物)(第42図、写真図版29-32)埋 土中から8の縄文土器片 1点が得られている。国縁部の破片で、

平行沈線と連続押圧状の施文がなされている。

(時期)     時期は出土遺物より、縄文時代晩期前葉と思われる。
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A +H5e
1号住

攀

参

候

ト

ー15号土坑
1 2.5YR5/3 浅黄色土、粘性あり、

十Ⅱ質

十和田火山灰

１

　

２

３

４

16。 17号土坑

16号土坑

17号土坑 ｀

A洋ぎ732側m

10YR3/4暗 褐色上、粘性なし、しまりなし、小
礫1%含む。

10YR2/3黒 褐色土、粘性あり、しまりあり。
10YR3/4暗 褐色土、粘性なし、しまりややあり。
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、 しまりなし (1と

同じであるが、礫を含まず、砂質である)。

Aド望73.200m      _→B

17号土坑
10YR3/4暗褐色土、粘性あり、しまりあり。
10YR5/8黄褐色土 (地山)の排土と10YR3/4

暗褐色土が混じつた土、かたくしまる、

粘性なし。

都
ぷぃ2,3側Om ttB

ヤ

19号土坑
1 10YR2/1黒 色土、粘性なし、しまりややあり、

小礫20%含む。
2 10YR5/8黄 褐色上、粘性なし、しまりあり。

~キ~Ⅱ

5e

0            1120           2m

第24図  15～ 17・ 19号土坑

歩

傍

丼

1号住

4
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RD21 (第 25図、写真図版 15)

(位置)      Ⅱ7eグ リッドに位置する。

(検出状況)   RA5号 住居跡に切られ、RD20号 土坑にも切られる。

(規模・形状〉  開口部径は2 1 0cm× 不明・底部径は170cm× 不明・深さ25cm、 平面形は楕円形、断面形

は不定形を呈する。

(埋土)     4層 に分けられる。2層 目の暗褐色土が大部分をしめている。

(出土遺物)(第 42図 -9～ 11、 写真図版30-1～3) 埋土中から数点の土器片が得られている。9は波状口

縁の頂部破片で、外面と内面頂部付近に平行沈線が施文されている。 10は鉢の口縁部破

片で、三叉文が施文されている。 11は注目土器の破片である。

(時期)     時期は出土遺物より、縄文時代晩期初頭と思われる。

RD22は RT2に 変更した。

RD23は RT3に 変更した。

RD24は RT4に 変更した。

RD25  (第 25図、 写真図版 16)

(位置)     Ⅱ5eグ リッドに位置する。

(検出状況)   東側は調査区外に続き残存するものと思われる。

(規模・形状)  開口部径は170cm× 残存していないので不明cm。 底部径は58cm× 不明cm・ 深さ不明cm、

平面形は楕円形を呈する。

(埋土)     断面図は手違いにより未作成で詳細不明

(出土遺物)(第 42図 -12、 写真図版30-4) 埋土中から12の縄文土器 1点が得られている。波状突起の

回縁部片で、突起頂部に棒状工具による押圧が施されている。口縁部は無文研磨されて、

胴部との境界は段になっている。

(時期〉     時期は出土遺物より、縄文時代後期後半と思われる。

RD26 (第 25図、写真図チ板16)

(位置)      Ⅱ7dグ リッドに位置する。

(検出状況)   RD28号 土坑に切られる。北東側に柱穴状土坑がある。

(規模・形状)  開口部径は230cm× 225cm。 底部径はR D28号 に切られているので、不明cn× 210cm。

深さは50cm、 平面形は歪な円形、断面形は皿形を呈する。底面は不整であり、壁は外傾

する。

(埋土〉      7層 に分けられる。主に暗褐色土と黒褐色土が交互に埋土している。 1層 目には炭化物

10%が含まれる。 2・ 3層 目には焼土が含まれる。

(出土遺物)(第42図 -13～ 23、 写真図版30-5～ 15) 埋土から多量の土器と土器片が出土している。 17

は注口土器の欠損品で、羊歯状文が主に施文されている。20は台付鉢の欠損品で、平行

沈線や磨消連続押圧等の施文がなされている。21。 22は台付鉢の破損品である。 16。 19

は口縁部突起の破片であるも 18は 口縁部に連続押圧状の施文と平行沈線が巡り、胴部には
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20号・21号土坑

――→B

21号土坑
汁17

1

2

3

4

5

l

2

督沼厚絡ピ期飲浮

25号土坑
断面なし

26号土坑
10YR3/4暗褐色上、粘性なし、しまりあり、10YR5/8

黄褐色±50%炭化物10%含む。
10YR3/4黒褐色上、粘性なし、しまりあり、(焼±5YR4/8)

1%含む。
1と同じ焼±10%含む (ブロックで)。
10YR3/4暗褐色上、粘性あり、しまりややあり。
10YR3/4黒褐色土、粘性ややあり、 しまりややあり。
10YR3/4暗褐色土 (砂質)、 粘性なし、しまりややあり。
堀すぎ (地山)。

第25図  20・ 21 ・ 25・ 26号土坑

27号土坑

0            1:20           2m

PP36
10YR2/4黒褐色上、粘性あり、しまりややあり、

小礫1%含む。
不明。

+Ⅱ 8e

AN・ 000m

十 Ⅱ6d

iC6

21号上坑

cド"2000町
0

( 径

40× RR
2呂 ×ノ島
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磨消によりK字状と思われる雲形文が施文されている。

(時期)     時期は出土遺物より、縄文時代後期中葉から晩期後葉と思われる。

RD27 (第 26図、写真図版 16)

(位置)     Ⅱ7eグ リッドに位置している。

(検出状況)   この土坑に伴うかどうか不明な柱穴状土坑を北側で検出した。

(規模・形状)  開口部径は105cm× 100cm。 底部径は124cm× 125cm・ 深さは50cm、 平面形は円形、断

面形はフラスコ形を呈する。

(埋土)     気が付かず掘ったため断面図はない。

(出土遺物)(第43図 -1～ 3、 写真図版30-16～ 18) 埋土から縄文土器片数点と石器1点が得 られている。

1は鉢の破片で、三叉文を主として施文がなされている。2も 回縁部突起を伴う破片で、

沈線と磨消による施文されている。3は磨石で楕円形の2面 に磨面が形成され、側縁には

敲打痕がある。

(時期)     時期は出土遺物より、縄文時代晩期初頭と思われる。

RD28 (第 26図、写真図版 16)

(位置)      Ⅱ7dグ リッドに位置する。

ぐ検出状況)   北側で柱穴状土坑を検出した。

(規模・形状)  開口部径は190cm× 20cm・ 底部径は175c皿 ×155cm・ 深さ15cm、 平面形は円形、断面形

は皿形を呈する。底面は平坦であり、壁は急な外傾である。

(埋土)      6層 に分けられる。 3層 日は砂質でしまりがない。

(出土遺物)(第 43図 -4～ 6、 写真図版 19～ 21) 埋土の下位から数点の上器片が出土している。 4・ 5は

口縁部の破片で、 4は刺突と二叉文が、 6は沈線と磨消が施されている。 5は注目土器の

注口部である。

(時期)    時期は出土遺物より縄文時代晩期初頭と思われる。

RD29 (第 26図、写真図版16)

(位置)      Ⅱ7dグ リッドに位置する。

(検出状況)   掘立柱柱穴 2と 6が検出された。 28号土坑が南側にある。

(規模・形状)  開口郡径は200cm× 1 55cm・ 底部径は160cm X 140cm・ 深さ30cm、 平面形はほぼ円形で、

断面形は皿形を呈する。底面は平坦であり、壁はほぼ垂直である。

(埋土)      3層 に分けられる。 1層 日は褐色土主体の混合上で排土と思われる。。

(出土遺物)(第43図 -7、 写真図版30-22)埋土から縄文土器片 1点が得られている。撚りのきちっとした

原体による羽状縄文が施文されている。

(時期)     時期は出土遺物から縄文時代後期後棄と思われる。

RD30 (第 26図、写真図版 17)

(位置)     Ⅱ6eグリッドに位置している。

(検出状況〉   掘立柱柱穴 1に切られている。

(規模・形状)  開口部径は170cmX 105cm・ 底部径は150cm× 90cm・ 深さ1 5cm、 平面形は歪な楕円形、
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27号土坑

29号 ,30号土坑

30号土坑
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、し

まりややあり。
10YR7/8黄褐色土少々、粘性なし、

しまりなし。
10YR3/3暗褐色土、粘性なし、し

まりややあり。

4r

――引B

一十一Ⅱ7d 28号土坑

AN・田Om 引 B

1

2

3

28号土坑
10YR3/3黒褐色土、粘性あり、しまり

なし。
10YR3/4暗褐色土、粘性あり、しまり

ややあり。
10YR3/4暗褐色土、粘性あり、しまり

なし (砂質)。
10YR4/6褐 色土、粘性なし、しまりあ

り。
10YR4/6褐色上、粘性あり、回くしま

る。

排土。

(排土)、 粘性なし、しまり

固い。
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、しまり

ややあり。
10YR3/3暗褐色土、粘性ややあり、し

まりややあり。

0            1:20 2m

2

3

第26図 27～30号土坑

29号土坑
1 10YR4/4褐色上を中心とした混合土

-42-



断面形は皿形を呈する。底面は平坦であり、壁は外傾する。

(埋土)      3層 に分けられる。

(出土状況〉   出土遺物なし

(時期)     縄文時代と思われる。

RD31 (第 27図、写真図版 17)

(位置)      Ⅲ区 3d北側グリッドに位置する。

(検出状況)   西側が大きく撹乱されていた。

(規模・形状)  開口部径は100cm× 撹乱があり不明cm・ 底郡径は不明cm×不明cm。 深さ40cm、 平面形は

楕円形、断面形は不明。底部は中心が深く丸底から内湾ぎみに壁に続き、壁は外傾する。

(埋土)      2層 に分けられるが、大きく撹乱を受けている。

(出土遺物)   出土遺物なし

く時期)     縄文時代と思われるがはっきりしない。

RD32 (第 27図、写真図版 17)

(位置)     Ⅲ区 8bグ リッドに位置する。

(検出状況〉   撹乱がある。

(規模・形状)  開口部径は撹乱があり、不明cm× 280cm・ 底部径は不明cm× 不明cm。 深さ50cm、 平面形

は歪な楕円形、断面形は境乱されており皿形を呈すると思われる。底面はほぼ平坦であり、

壁は外傾する。

(埋土)     5層 に分けられるが、大きく撹乱されている。

(出土遺物)   出土遺物なし

(時期)     縄文時代と思われる。

(3)墓墳

墓墳は 5基検出している。すべてが最初土坑として登録したが、形状等を検討して墓墳としたものであ

る。

R T01号墓垢  (第 28図、写真図判18)

(位置〉      Ⅱ4eグ リットに位置する。

(検出状況・重複関係) 深堀 トレンチの断面に土坑状のくばみを検出した。先に精査していた RT5号 墓

墳と形状が酷似していることから、RTl号 墓墳と登録したものである。東側でRAl号

竪穴住居跡を切るものと推測する。

(形状・規模)  形状は精円形を呈し、径220cm× 1 50cm、 深いところで98cmあ り、浅いところで50cm

である。

(出土遺物〉 (第43図 -8～ 11、 写真図版30-23～26) 埋土から数点の縄文土器片が得 られている。 8～

11は深鉢の口縁部片である。 9。 10は太い沈線と、磨消による施文が施されている。 11は

少し変形しているが、羊歯状文が施文されている。

(時期〉     出土遺物から時期は縄文時代晩期前葉の可能性があるが、後期後葉と思われる。
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１

２

Ⅲ区 31号土坑
10YR2/3黒褐色土、粘性あり、しまりある。
不明

Aド40W備

第27図 31・ 32号土坑

Ⅱ区 32号土坑
10YR2/3黒褐色土、粘性なし、

耕作土。
10YR2/3黒褐色土、粘性あり、
10YR2/3黒褐色土、粘性なし、
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、
10YR5/8 黄褐色土、
む。

掘りすぎ。

― lB

調
査
区
外

１

　

２

３

４

しまりなし、

しまりあり。
しまりなし。
しまりあり、
まばらに含

0            1:20          2m

-44-



R T02号墓墳  (第 28図、写真図判 18)

(位置)      Ⅱ6fグ リットに位置する。

(検出状況・重複関係〉 RA12号 竪穴住居跡の西側壁に 3基の土坑状のプランを確認した。南からRT
2号墓墳 。RT3号 墓墳・ RT4号 墓拝と登録した。その南側に位置する。RA12号 竪
穴住居の西側を切るものと推測する。

(形状・規模〉  形状は楕円形を呈し、径2 10cm× 115cmで底経80cm× 90cmで深さ40cm～ 60cmあ り、ビ
ーカー型をしている。壁の内側がくばんでおリドーナツ状の溝になっている。

(出土遺物)(第43図 -12～ 15、 写真図版30-27～ 31-3) 埋土から縄文土器数点が得られた。 R T02と
R T04の遺物が混同してしまい、どちらに属したか特定できない。 12は鉢の破片で連続

刻状の施文が巡 り胴部は沈線と磨消による区画文がなされている。 13は小型の鉢と思わ

れる。口縁部が欠損している。 14は無文の口縁部が欠損している。 14は無文口縁部下位

に補修孔があり、平行沈線が一定の場所で交互に折り返す施文がなされている。 15は沈

線と磨消施文で残った隆帯状の施文の上に粘土粒が貼付けてある。

(時期〉     時期は出土遺物から縄文時代後期後棄～末葉と思われる。

R T03号墓壊  (第 28図、写真図判 18)

(位置)      Ⅱ5fグ リッドに位置する。

(検出状況・重複関係) 検出状況はRT2号 墓壌と同じで、南西側はRT2号 墓墳と北東側でRT4号 墓
墳と隣接する。検出状況はRT2号 墓墳と同じである。

(形状・規模〉  形状は楕円形を呈し、径 170cm× 100cm、 底経は80cm× 140cmで、深さ30cmあ り、壁は
外傾している。

(出土遺物)(第43図 -16、 写真図版31-4) 埋土から16の鉢の破片1点が得られている。沈線と磨消によ
る区画文が施文され、内部にきちっとした撚りの羽状縄文が施文されている。

(時期)     時期は出土遺物から縄文時代後期と思われる。

R T04号墓境  (第 28図、写真図判 18)

(位置)      Ⅱ5fグ リッドに位置する。

(検出状況・重複関係) 検出面はRT2号 墓墳、RT3号 墓墳と同様で、南西側でRT3号 墓墳と隣接す
る。

(形状・規模〉  形状は楕円形を呈し、径73cm× 140cmで底経は30cm× 90clll、 深さは32cmあ り、壁の内
側に溝がある。

(出土遺物)(第43図 -12～ 15、 写真図版30-27～ 31-3) 縄文土器の深鉢と鉢が出土している。 12～ 15

(時期〉     時期は出土遺物より縄文時代後期と思われる。

R T05号墓壊  (第 28図、写真図判 19)

(位置)      Ⅱ4fグ リッドに位置する。

(検出状況・重複関係) 検出面は北東側でRTl号 墓墳と隣接する。

(形状・規模〉  形状は精円形を呈し、径は172cm× 100cmで底経は142cm× 75cmで深いところで310cm

あり、浅いところで30clllある。墓穴内の壁際に溝が ドーナツ状になっている。
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A洋27&176n

10YR4/6褐 色土 (砂土)、 粘性ややあり、 しまりあり。
10YR4/6褐 色土 (砂土)、 粘性なし、 しまりなし。
10YR4/4褐 色土 (砂土)、 粘性ややあり、しまりあり、

:と::;14:自
::9与ラ含ii:::ψ

1 10YR3/4暗 褐色土、粘性なし、 しまりなし。
2 10YR4/4褐 色上、粘性なし、しまりあり。
3 10YR3/4暗 褐色土 (砂 )、 粘性なし、 しまりあり。
4 10YR3/4暗 褐色土、粘性なし、 しまりあり、石礫10%含む。
5 10YR5/8黄 褐色土 (砂質)、 粘性なし、しまりあり。
6 10YR7/2に ぶい黄褐色土、粘性なし、よくしまる。

4号墓墳

3号墓墳

2号墓渡

1～ 5号基媛

1・ 5号墓墳 周辺柱穴
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、しまりなし。

引 G

4号墓壊
10YR5/8黄褐色土、粘性なし、 しまりなし。
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、 しまりややあ

り、 まばらに10YR5/8含む (30%)

E洋
273 5mm ――→F

3号墓墳
1 10YR3/4黄 褐色土、粘性なし、 しまりややあ

り。
2 10YR3/4暗 褐色土と10YR4/6褐色上の混合

土、粘性なし、しまりややあり。

c洋2門
刊Om    ttB

+Ⅱ研

L=2'3■75n

К卜  引 L

も

+ⅡЫ

1

2
3

4

5

2号墓墳
10YR5/8黄褐色土、粘性なし、

礫50%含む。
10YR3/4暗褐色上、粘性あり、
10YR2/3黒褐色土、粘性あり、

り。
10YR3/3黒 褐色土、粘性あり、

り。 (3よ り砂質)。
10YR3/4暗褐色土、粘性なし、

0             1 :20

しまりあり、

しまりあり。
しまりややあ

しまりややあ

よくしまる。

2m

1号墓墳
10YR3/4暗 褐色土、粘性ややあり、 しまりややあり

上器片含む、炭化物5%含む。
10YR4/4褐 色土 (砂土)、 粘性なし、しまりなし、

土器片含む。

5号墓壊

5号墓噴

第28図

-46-



(出土遺物)   出土遺物なし

(時期)     層位から縄文時代と思われる。

は)埋設土器
R Z01号埋設土器  (第 29図、写真図版19)     ,

(位置〉      Ⅱ7fグ リッドに位置する。

(検出面〉    Ⅳ層黄褐色土から検出した。

(規模〉     直径約45cm、 深さ約32cmの掘り方に胴下部を正位西側に埋置してある。

(状況〉     RA6号 住居跡内西南側から検出された。そばにRD7号土坑がある。またRZ 2号埋設

土器もある。

(第44図 -1、 写真図版31-5)大型の深鉢で日縁部から胴部であり、上位は欠損している。器厚は

薄く表面には単節斜縄文が施されている。

(時期)     時期は埋設されている土器の特徴から、縄文時代後期～晩期の遺構と考えられる。

R Z02号埋設土器  (第 29図、写真図版 19)

(位置)      Ⅱ7fグ リッドに位置する。

(検出面〉    Ⅳ層黄褐色土中位から検出した。

(規模)     直径約30cm、 深さ約30cmの掘り方に胴下部を正位に埋置してある。

(状況)     RA6号 住居跡内西側から検出された。そばにRD7号土坑があり、RZl号埋設土器も

ある。

(第44図 -2、 写真図版31-6) 大型の深鉢で口縁部が欠損している。器厚は薄く、表面には単節

斜縄文が施されている。

(時期〉     時期は埋設されている土器の特徴から、縄文時代晩期の遺構と考えられる。

R Z03号埋設土器  (第 29図、写真図版 19)

(位置)      Ⅱ6cグリッドに位置する。

(検出面〉    Ⅳ層黄褐色土中位から検出した。

(規模)     直径約35cm、 深さ約24cmの堀り方に胴部を正位に埋置したようだが、傾いている。

(状況)     そばにRA3号 住居跡、RDll号土坑、RD17号土坑、 R D30号土坑などがある。石

鏃 1点が出土している。

(第45図 -1・ 2、 写真図版32-1・ 2) 大型の埋設土器で底部が欠損している。胴部上位に膨らみ

を持ち、器厚は薄い、表面全面に単節斜縄文が施されている。また埋土内から2の石鏃1点

が出土している。

(時期)    時期は埋設されている土器の特徴から、縄文時代後期～晩期の遺構と考えられる。

R Z04号埋設土器  (第 29図、写真図版20)

(位置)    Ⅱ6dグ リッドに位置する。

(検出面〉   Ⅳ層黄褐色土中位から検出した。

(規模)    直径約30cmでその中に直径約23cmの土器が埋置してある。

(状況)    (第 45図 3・ 4、 写真図版32-3・ 4) そばにRDll号土坑がある。

(時期〉    埋設されている土器の特徴から、縄文時代の遺構と考えられる。
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4号埋設土器

十 Ⅱ7e

3号埋設土器

3号埋設土器
10YR5/8黄 褐色土と10YR2/3黒褐色土との混合土、

粘り、しまりともになし。
1・ 2号埋設塚のものと色調など酷似している。

Ｕ̈

十Ⅱπ

Ｏ
鞭

0            1:20           2m

第29図  1～4号埋設土器

1号埋設土器
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(5)溝跡

R G01溝跡  (第30図、写真図版21)

溝は、4号住居跡南側を西から東へと続く。規模は、長さ670cm・ 幅30～ 70cm。 深さ約1 6cmである。発掘

中も溝の西側調査区境から伏流水が出て、発掘するのに困難であった。溝はほぼ真っすく
｀
で、断面がV字形

なので、人為的溝と思えるし、自然流水溝とも考えられる。 (第45図 -5・ 6、 写真図版32-5・ 6)埋土から

石器2点が出土している。 (第45図 -5,6)は 石匙で、横長の基部中付近につまみ部分が作られている。6は

石剣の破片である。

(6)配石遺構 (第31図、写真図版21)

(位置・検出状況)位 置は、Ⅱ5eグリッドに位置している。Ⅵ層で検出した。配石の廻りに柱穴5基があ
る。

(平面形・規模〉 平面形は14～ 30cm大の石が8個、70～ 140cmの範囲に分散している。石は掘 り込んであ

るのか、置いてあるのか判断はできない。7個の石は炉跡のように見えるが、焼土は伴わ

ない。配石の規則的な配置は認められない。西側に壁があり、それが巡われば、住居状に

もなり得る可能性がある。配石の周りに柱穴が6基あるが、これとの関わりは不明である。

(遺物)     東側に (写真図版5)琥珀の粒が出土した。大きさは、大は 1 4mm× 1811m。 小は211ul× 3

1nnl、 平均すると511m× 61Hll、 量は33.29gで ある。 この区域は祭祀との関わりがあるかもし

(時期)

れないが定かではない。

縄文時代の可能性が高い

(7)掘立柱建物跡  (第 31図、写真図版21)

(位置 。検出状況〉 位置は、Ⅱ6d・ 6e・ 7d。 7eグ リッドに位置している。13号縦穴住居の位置と

重複しているが、住居とは直接関わらないと判断する。

(平面形・規模〉 柱穴は 8基検出した。柱穴の平面形は、開口部が70cm× 90cm～43clll× 43cm・ 深さが20
C皿～37clllで ある。 1間 1 30clll× 1 10cm～ 80cm× 50cmが 3間 と、南西から北東の方向に柱

穴間が少しずつ狭くなっている。南東の方向は調査区外なので、詳細は検出できないが続

くものと思える。

2層 に細分される。 1層 日は黒褐色土で粘性あり、締まりなしである。 2層 目は暗褐色

土で粘性あり、締まりなしである。

出土遺物はない。

時期は出土遺物がないので不明である。

掘立柱建物跡柱穴 単位cm

(埋土〉

(遺物〉

(時期〉

阻 径 深 さ 備 考 阻 径 深さ 備 考

P01 70× 90 37 P05 55× 58 不計測
P02 70× 80 20 P06 50× 50 不計測
P03 43× 43 22 P07 62×不明 不計測
P04 50× 55 22 P08 60×不明 不計測
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―十一Ⅱ8d 10YR2/3黒褐色土、粘性あリー、しまりあり。
不明。

0           1:20         2m

第30図 清跡
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逗 構外出上の遺物
1.土器
多量の土器片が出土しているが、胎土に繊維の混じる土器は、遺構伴出の 1点のみである。以下に時期

毎に大別した。                    .

(1)縄文時代中期末葉の上器 (第46図 -1、 写真図版33-1)

キァリパー形を呈し、4単位の波状口縁からなる沈線と磨消により変形した「J」 字状の施文がなされ

る。遺物量は極めて少ない。

(2)縄文時代後期前葉の土器 (第46図 -2～ 6。 9。 15・ 16。 21・ 第47図 -1・ 第48図 -1・ 5、 写真図

版33-2～ 6・ 9,15。 16。 21・ 23・ 34-16・ 20)

沈線 と磨消による区画文を主とする土器である。平縁と波状口縁があり、器厚も厚いものと薄いものが

ある。日縁突起の下に、粘土粒が貼付 られたものもある。縄文はきちつとしたものが使用されているもの

が多い。

(3)縄文時代後期中葉の土器 (第46図 -7・ 8・ 10～ 14、 写真図版33-7・ 8・ 10～ 14)

平行沈線や平行沈線間に楕行する線が施文される土器と、やや間隔の広い押圧を連続して巡らせる土器

がある。突起状の波状口縁のものが多いようである。

(4)縄文時代後期後葉の土器 (第46図 -9。 17～ 20、 写真図版33-9・ 17～ 20)

細い口縁に細かな連続押圧が巡る土器群である。研磨はていねいにおこなわれており、第46図 -22や第47

図-5,6も 同群に入れてもいいかもしれない。

(5)縄文時代後期末葉の土器 (第48図 一H、 写真図版35-5)

沈線や押圧の施文の他に粘土粒を貼付した土器群である。第48図 -11は粘土粒の貼付はないが、三叉文状

の施文がなされている。

(6)縄文時代晩期初頭 (第47図 -1・ 第48図 -4、 写真図版34-16・ 34-9)

三叉文を文様の主とする土器群である。

4は口縁部を欠損する注口土器である。胴部は球状で、注目部の基部に小さな突起が残る。

縄文時代晩期前葉の土器群 (第48図 -9。 10・ 12～ 15。 第49図 -1～ 11、 写真図版35-3・ 4・ 6

～15)

羊歯状文や三叉文を変形させた渦巻状文が施されている土器群である。表面はよく研磨されている。第49

図-2・ 4・ 7・ 8は第49図 -9のような注目土器の破片のようである。

(8)縄文時代晩期後葉の土器 (第49図 -12～ 15、 写真図版35-21～ 24)

雲形文や変形工字状文を施文する土器群である。

(9)縄文時代晩期末葉の土器 (第49図 -16、 写真図版3-25)

変形工字文に粘土粒の貼付を伴う土器群である。少量しか出土していない。

2.土 製 品 悌 49図 -17～ 19～ 26、 写真図版36-1～ 10)

第49図 -17～ 19は土偶の破損品である。刺突による施文が共通点である。19は脚部の破片と思われる。20

は腕輪の破片のようである。21は板状の破片である。23・ 24は ミニチュア土器の破損品である。25。 26は

円盤状土製品である。

-52-



3.石器
石器は剥片石器、礫石器とも少ない。機種ごとに以下のように分類した。

(1)鏃・石槍 (第 50図 -1～ 3、 写真図版36-11～ 13)

両面を剥離加工で槍先形に整えたものである。 1・ 2はやや短いが石槍と思われる。3は破損しているが

石鏃と思われる。

(2)石匙 (第 50図 -4、 写真図版36-14)

つまみ部分が作り出された石器である。両面加工で、粗雑なつまみ部分と刃部が作られている。

(3)肖 1掻器 (第 50図 -5、 写真図版36-15)

剥片の縁辺に刃部加工が施されたものである。

(4)石錘 (第 50図 -6、 写真図版36-16)

平らたい自然礫の両端を打欠いて、紐がはずれにくく、結べるように加工したもので、網のおもりと考

えられている。

(5)磨製石斧 (第 50図 -9～ 16、 写真図版36-19～ 37-3)

斧状に整形して、全面を研磨仕上げした石器である。大半が破損品である。14は 自然礫に近い形状であ

るが、刃部が破損したような形状にみらるものである。15は厚目であり、刃部再生の可能性と石斧以外の転

用が考えられる。

(6)石皿 。台石 (第51図-1～ 3、 写真図版37-4～ 6)

磨石と対になり研磨や敲打の台になる石器である。くばみから形成されているが、破損している。
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1号埋設土器

2号埋設土器

第44図  刊・ 2号埋設土器
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3号埋設土器

4号埋設土器

第45図  3・ 4号埋設土器 。清状遺構出土遺物
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Ⅵ。ま と め

1.遺構
市部内遺跡で検出した堅穴住居は縄文時代のものが 8棟で、うち縄文時代後期後棄と思われるもの 2棟、

晩期初頭～前葉と思われるものが 6棟ある。縄文時代のEL坑は22基、焼土遺構 7基、墓墳は 5基、埋設土器

は 4基検出した。

堅穴住居跡は、すべてⅡ区から検出された。形状は円形を基調としており、規模は径2.25m～径5.5mであ

り、平均すると3.5mである。炉はすべてが地床炉で、住居の中央に 1つの地床炉のあるもの、東寄 りに 2つ

の地床炉があるもの、調査地内に炉跡らしい痕跡は見当たらないものがあった。

土坑は22基で、縄文時代後期が 4基、縄文時代晩期が11基、その他不明の縄文時代が 6基、古代が 1基

である。平面形は円形基調のものと楕円形基調のものに大別される。円形のものは 8基、精円形のものが21

基、撹乱により不明のものが 1基である。断面形は皿形が14基、ビーカー形が 4基、フラスコ形が 1基、撹

乱により不明が 3基である。規模は径50cm～ 280cmである。

焼土遺構は 7基検出された。検出位置はすべてⅡ区からの検出である。規模は、径20cm～ 270cm・ 深さは

2.5cm～ 6 clllで あり、不整形である。伴出遺物はなく、Ⅲ層上面からの出土なので縄文時代より新しいもの

と思われる。

墓墳は、Ⅱ区の北東から南西方向に並んで 5基が検出された。平面形状は 5基とも精円形である。時期は

検出遺物等から縄文時代である。規模の大きいものは220cm× 280cmで、小さいものは73cmX 140cmで あり、

平均すると約155cmである。壁は直立し壁際に溝が巡るものもある。深さは30clll～ 98cmである。

埋設土器は 4基、Ⅱ区 6～ 7グ リッド北東から南西方向に真っすぐ並んでおり、Ⅳ層上面で検出した。土器

の大きさに掘り込んだ土坑に、胴部または胴下部が正位に埋設され、粗製の大型深鉢または深鉢で、大きさ

は径30cm～ 44cm、 深さは24cm～ 32cmで ある。時期は縄文時代後期後葉から晩期前棄である。

この遺跡は縄文時代後期後葉から晩期前葉にかけて継続的に利用されていた可能性が高い。しかし、調査

者の力量が及ばず同時に存在する遺構の組み合わせや数、埋設土器と住居の関係など遺構間の関連について

は明らかにすることができなかった。

2.遺物
今回の調査では、撹乱を受けている所が多く、 Ⅱ区に集中して出土した。遺構および包含層からの遺物の

出土は大コンテナ (41clllX31cm× 30cm)で約20箱強の出土である。土器は遺構内外併せて262点掲載した。

石器は33点掲載した。このうちの 9割以上が土器である。全体的に縄文時代後期から晩期の土器が出上して

おり、土製品、石製品等祭祀にかかわるとされる土器の出土もあった。

石器は少なく、石鏃 4点・石匙 2点・削掻器 1点・石錘 2点・磨製石斧 9点・石皿 3点 。その他が出土し

ている。北上山地のものが多い中で、安山岩の石皿は奥羽山脈のものもあった。石鏃の黒曜石は産地不明と

なっている。
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Ⅶ火山灰分析・鑑定
岩手郡葛巻町市部内遺跡出土の火山灰

株式会社 古環境研究所
1.は じめ に                '

岩手県域に分布する後期更新世以降に形成された地層の中には、岩手火山、秋田駒ヶ岳火山、十和田火山

など東北地方北部に分布する火山ほか、遠く北海道、中部、中国、九州、さらには、中国北朝鮮国境などに

位置する火山に由来するテフラ (火山砕宵物,いわゆる火山灰)が数多く認められる (た とえば,早田・八

木,1991など)。 テフラの中には、噴出年代が明らかにされている示標テフラがあり、これらと層位関係を

遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の推積年代を知ることができるようになっている。

そこで、遺跡発掘調査の際に認められたテフラについて、発掘調査担当者により採取された試料を対象に

火山ガラス比分析、重鉱物組成分析 (以上を合わせてテフラ組成分析と呼ぶ )、 屈折率測定を行って、示標

テフラとの同定を行うことになった。

2.分析試料
テフラ分析の対象となった試料は、葛巻町市部内遺跡において、発掘調査担当者により採取された試料で

ある。

3.分析・測定方法
(1)テ フラ組成分析 (火山ガラス比・重鉱物組成分析)

テフラ組成分析の手順は、次の通りである。

1)超音波洗浄により泥分を除去。

2)80℃で恒温乾燥。

3)分析舗により、1/4-1/811ulの 粒子を舗別。

4)偏光顕微鏡下で250粒子を観察し、火山ガラスの形態色調別組成を求める (火山ガラス比分析)。

5)偏光顕微鏡下で重鉱物250粒子を観察し、重鉱物組成を求める (重鉱物組成分析)。

(2)屈折率測定

屈折率の測定は、温度一定型屈折率測定法 (新井、1972、 1993)イこよる。

4.分 析結果
14号土坑試料のテフラ組成ダイヤグラムを図1に、火山ガラス比分析と重鉱物組成分析の結果を表 1およ

び表 2に示す。試料に含まれる火山ガラスの割合は36%で、量の多い順に、軽石型 (繊維東状、スポンジ

状 :25。 2%)、 中間型 (10%)、 バブル型 (平板状 :0.8%)で ある。色調としては、無色透明のほか、淡褐

色、淡灰色、淡緑色などの火山ガラスが認められる。重鉱物としては、量の多い順に斜方輝石 (43.6%)、

磁鉄鉱 (34%)、 単斜輝石 (22%)な どが含まれている。

屈折率測定の結果を表 3に示す。試料に含まれる火山ガラス(n)と斜方輝石(r)の 屈折率は、各々1.498-

1.505と 1,706-1.708で ある。以上のことから、この試料には915年に十和田火山から噴出したと考えられ

ている十和田a火山灰(To― a,町田ほか,1981)に 由来するテフラ粒子が含まれている可能性が高いと考え

られる。
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5。 まとめ

岩手県内の発掘調査において認められたテフラ試料について、火山ガラス比分析、重鉱物組成分析 (以上 ,

テフラ組成分析)と屈折率測定を行った。その結果、十和田a火山灰(To― a,915AD)の ほか、十和田中諏
テフラ(To― Cu、 5,500年前*2)や白頭山苫小牧火山灰(B―Tm,800～ 900年前*1)に 由来する可能性の高い

テフラ粒子が検出された。なお、テフラが一次推積層として認められたか否かについては、現地において土

層断面を観察できなかったことから言及できない。

表 1 市部内遺跡おける火山ガラス比分析結果

表 2 市部内遺跡における重鉱物組成分析結果

表 3 市部内遺跡における屈折率測定結果

火山ガラス比

50 100%

□
藝

カンラン石

単斜輝石

黒雲母

その他

ダイヤグラム

斜方輝石

角閃石

磁鉄鉱

吻
目
園

試料採取地点 bw md pm その他 合  計

14号 土 坑 ９
， 25 63 160 250

試料採取地点 Ol Opx cpx ho bi mt その他 合 計

14号 土 坑 0 109 55 0 0 85 1 250

数字は粒子数.ol:カ ンラン石、opx:斜方輝石,cpx:単斜輝石,ho i角 閃石,bi:黒雲母,mt:磁鉄鉱。

試料採取地点 火山ガラス(n) 斜 方 輝 石(r)

14号 土 坑 1.498-1.505 1,706-1.708

屈折率測定は,温度一定型屈折率測定法 (新井11992,1993)イこよる。

14号土坑

バブル型

軽石型

中間型

その他

図 1 市部内遺跡におけるテフラ組成

目
圏

□
雨
嚢
囲
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表
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器
・
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図
 
版
写
真
図
版
出
土
地
点
・
層
位

器
種
部
  
位

文
様
・
そ
の
他

分
類

32
- 
1
22
- 
1
RF
01
 
埋
土
中

深
鉢

口
縁

押
圧
口
唇
 
横
平
行
沈
線
 
裏
側
沈
線

晩
期
中
葉
後
半

32
- 
2
22
- 
2
RA
01
 
埋
土

一 里
頸
部
～
胴
す
り
け
し
 R
L 
黒
色
磨

晩
期
中
葉
前
半

32
- 
3
22
- 
3
RA
01
 
埋
土
上

深
鉢

口
縁
～
底
LR
 
内
面
削
り

32
-4
22
-4
RA
01
 
埋
土

鉢
立
体

波
状
口
縁
 
沈
線

(後
期
)晩
?

32
-5
22
-5
RA
01
 
埋
土

鉢
口
縁

沈
線
文

後
期
後
棄

32
-6
22
-6
RA
01
 
埋
土

土
偶

一肩
刺
突
 
中
実

32
-9
22
-9
RA
02
 
埋
土

深
鉢

口
縁
～
胴
LR
 
小
穴
 
無
文

32
-1
0
22
-1
0
RA
02
 
床

鉢
口
縁
～
胴
LR
 
口
唇
内
そ
ぎ
(肥
厚
)

後
期
?

33
- 
1
23
-1
RA
02
 
埋
土

大
型
注
目

口
縁

連
続
刻
目
 
平
行
沈
線

晩
期
中
棄

33
-2
23
- 
2
RA
02
 
埋
土

一 里
口
縁
～
胴
平
行
沈
線
 
羽
状
縄
文
 
弧
状
帯
状
文

後
期
末
葉

33
-3
23
-3
RA
02
 
埋
土
下

鉢
口
縁
～
胴
波
状
突
起
 
連
続
刻
目

晩
期
中
棄

33
-4
23
-4
RA
02
 
埋
土

鉢
胴
～
底
RL

晩
期
中
葉

33
-5
23
- 
5
RA
02
 
埋
土

浅
鉢

縁
刻
目
文
 
平
行
沈
線
 
雲
形
文

晩
期
中
葉

33
- 
6
23
-6
RA
02
 
埋
土

鉢
胴
～
底

羽
状
縄
文

晩
期
中
葉

33
- 
7
23
-7
RA
02
 
埋
土

鉢
口
縁

波
状
口
唇
 
羊
歯
状
文
 L
R

晩
期
前
葉
後
半

33
- 
8
23
- 
8
RA
02
 
床
面

鉢
立
体

波
状
口
唇
 
羊
歯
状
文

晩
期
前
葉

33
-9
23
-9
RA
02
 
埋
土

浅
鉢

口
縁

す
り
け
し
 
沈
線
 
縄
文

晩
期
中
葉

33
-1
0
23
--
10
RA
02
 
埋
土

鉢
口
縁

波
状
口
唇
 
刺
突
刻
目
 
雲
形
文

晩
期
中
葉
～
後
期

33
-1
1
23
-1
1
RA
02
 
埋
土

鉢
平
行
沈
線

33
-1
2
23
-1
2
RA
02
 
埋
土

深
鉢

口
縁

大
波
状
口
唇
 
無
文
 
み
が
き

後
期
中
葉
後
半

33
-1
3
23
-1
3
RA
02
 
床
面

９ ・
一 里

月同
沈
線

後
期
中
葉

33
-1
4
23
-1
4
RA
02
 
埋
土

深
鉢

口
縁

突
起
 
沈
線
文
 
縄
文

33
-1
5
23
-1
5
RA
02
 
埋
土

鉢
口
縁

沈
線
 
刺
突
文

縄
文
前
期
後
半

33
-1
6
23
-1
6
RA
02
 
埋
土

士 霊
月同

雲
形
文
 
赤
塗
り

晩
期
中
葉

33
-1
7
23
-1
7
RA
02
 
埋
土

鉢
胴
～
底
部
RL

晩
期
中
葉

34
-1
24
-1
RA
03
 
埋
土
 R
D0
8・
09
検
出
面
深
鉢

口
縁
～
胴
外
傾
 L
R 
繊
維
混
入

前
期
前
葉

34
-2
24
-2
RA
03
 
埋
土
上

鉢
口
縁

帯
状
文
 
沈
線
 R
L 
内
側
に
羽
状
縄
文

後
期
後
葉

34
-3
24
-3
RA
03
 
埋
土
下

鉢
胴
～
底
RL

晩
期
中
葉

34
-4
24
-4
RA
03
 
埋
土

鉢
口
縁
～
胴
波
状
口
唇
 
三
叉
文
 L
R

晩
期
前
葉

34
-5
24
-5
RA
03
 
埋
土
下

深
鉢

口
縁

大
波
状
口
唇
 
平
行
沈
線
 
円
形
刺
突
文
 
す
り
け
し
晩
期
初
頭

34
-6
24
-6
RA
03
 
埋
土
下

士 霊
月同

み
が
き
 
赤
塗
り

34
-7
24
-7
RA
03
 
埋
土
下

霊
口
縁

羊
歯
状
文
 
入
組
文

晩
期
前
葉
後
半
～
中

34
-8
24
-8
RA
03
 
埋
土
上

不
明

口
縁

連
珠
文
 
突
起

晩
期
前
葉
後
半
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版
写
真
図
版
出
土
地
点
・
層
位

器
種
部
 
位

文
様
。
そ
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他

分
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34
-9
24
-9
RA
03
 
埋
土

小
深
鉢

完
形

波
状
口
唇
 
刻
目
に
よ
る
入
組
文
 
雲
形
文

晩
期
中
葉

34
-1
0
24
-1
0
RA
03
 
埋
土

台
付
鉢

完
形

突
起
 
沈
線
刻
目
に
よ
る
入
組
文
 L
R

晩
期
中
葉

34
-1
1
24
-1
1
RA
03
 
埋
土

台
付
鉢

完
形

波
状
口
唇
 
雲
形
文
 
刺
突
に
よ
る
す
か
し

晩
期
中
葉

34
-1
2
24
-1
2
RA
03
 
埋
土

小
鉢

立
体

刻
目
に
よ
る
入
組
文
 R
L

晩
期
中
葉

34
-1
3
24
-1
3
RA
03
 
埋
土

霊
月同

突
起
 
刻
目

晩
期
前
葉

34
-1
4
24
-1
4
RA
03
 
埋
上
下

鉢
口
縁

横
位
沈
線
 
連
珠
文

晩
期
前
棄
後
半

34
-1
5
24
-1
5
RA
03
 
埋
土

鉢
回
縁

波
状
口
唇
 
入
組
三
叉
文

晩
期
前
葉
前
半

34
-1
6
24
-1
6
RA
03
 
埋
土

鉢
口
縁

沈
線

丹
後
平
式

34
-1
7
24
-1
7
RA
03
 
埋
土
下

注
目

口
不
明

35
-2
25
-1
RA
03
 
床
下

土
偶

胴
～
脚

刺
突

35
-3
25
- 
2
RA
03
 
埋
土
下
位

土
偶

肩
～
腕

無
文

35
-4
25
- 
3
RA
03
 
埋
土
下
位

土
偶

片
脚

無
文

35
- 
5
25
-4
RA
03
 
床
面
埋
土
下

土
偶

足
無
文

35
-6
25
-5
RA
03

土
偶

足

35
-7
25
-6
RA
03
 
埋
土
上

土
偶

右
足

無
文

35
-8
25
- 
7
RA
03
 
埋
土
下

土
錘

完
形

十
字
沈
線
 
頸
部
茶
色

35
- 
9
25
-8
RA
03
 
埋
土
中

小
型
土
器

35
-1
0
25
-9
RA
03
北
 
褐
色
土

(筒
状
の
)鉢

口
～
胴

下
位
に
孔

35
-1
1
25
-1
0
RA
03
 
埋
上
下

深
鉢

立
体

突
起
RL

晩
期
前
葉

35
-1
2
25
-1
1
RA
04
 
埋
土
中
～
下

士 霊
口
縁
～
胴
沈
線
 
み
が
き
 
赤
塗
り

晩
期
前
葉

35
-1
3
25
-1
2
RA
04
 
埋
土

鉢
立
体

波
状
口
唇
 
入
組
文
 R
L

晩
期
前
葉

36
- 
1
25
-1
3
RA
04
 
埋
土

鉢
口
縁

波
状
口
唇
 
入
組
文
 
沈
線
 R
L

晩
期
中
葉

36
- 
2
25
-1
4
RA
04
 
埋
土
上

深
鉢

完
形

無
文

36
- 
3
25
-1
5
RA
04
 
埋
土

霊
口
縁

口
縁
外
湾
 
み
が
き
 
赤
塗
り

36
-4
26
- 
1
RA
04
 
埋
土
中
～
下

口
縁

赤
塗
り

36
-5
26
-2
RA
04
 
埋
土
中
～
下

士 里
口
縁

工
字
文
?

晩
期
後
葉
?

36
-6
26
-3
RA
04
 
埋
土
上
～
下

鉢
口
縁

口
唇
上
面
に
縄
文
 
平
行
沈
線

後
期
前
葉

36
- 
7
26
-4
RA
04
 
埋
土
中
～
下

鉢
口
縁

波
状
口
唇
 
入
組
文

晩
期
前
葉

86
- 
8
26
- 
5
RA
04
 
検
出
面

抹
日
縁

波
状
 
羊
歯
状
文
の
変
形

晩
期
前
葉
後
半

36
-9
26
- 
6
RA
04
 
中
～
下
位

注
口

口
無
文

36
-1
0
26
- 
7
RA
04
 
埋
土
中
～
下

台
付

台
部

台
部

36
-1
1
26
- 
8
RA
04
 
埋
土
上
～
中

鉢
口
縁

羊
歯
状
文

後
期
後
葉

36
-1
4
26
-1
1
RA
05
 
埋
土
中
～
下

深
鉢

底
部

RL
終
・
Hj
H期
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表
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土
製
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図
 
版
写
真
図
版
出
土
地
点
。
層
位

器
種
部
 
位

文
様
。
そ
の
他

分
類

36
-1
5
26
-1
2
RA
05
 
埋
土
中
～
下

鉢
口
縁

沈
線
 L
R

晩
期
前
葉

36
-1
6
26
-1
3
RA
05
 
埋
土
中
～
下

鉢
口
縁

RL
後
期
中
葉

36
-1
7
26
-1
4
RA
05
 
埋
土
中
～
下

深
鉢

口
縁

口
唇
上
面
に
縄
文
 
す
り
け
し
 R
L

後
期

36
-1
8
26
-1
5
RA
05
 
埋
土
下

深
鉢

底
部

LR
後
・
晩
期

36
-1
9
26
-1
6
RA
05
 
埋
上
下

鉢
口
縁

区
画
沈
線
文
 L
R

後
・
晩
期

36
-2
0
26
-1
7
RA
06
 
埋
土
上

注
口

口
縁

押
圧
状
刻
目
列
 
赤
塗
り

後
期
後
葉
。
中
葉

36
-2
1
26
-1
8
RA
06
 
埋
土

注
口

片
刻
目
 
羊
歯
状
文

後
期
中
葉

37
-1
26
-1
9
RA
12
 R
A0
9 
埋
土

深
鉢

口
縁
～
胴
大
波
状
口
唇
 
羽
状
縄
文

後
期
中
葉

37
-2
26
-2
0
RA
12
 
埋
土
中

深
鉢

口
縁

大
波
状
口
唇
 
連
続
刻
目
 
す
り
け
し
RL

後
期
中
葉

37
-3
26
-2
1
RA
12
 
床
面

霊
:同

無
文
 
み
が
き
 
内
面
ナ
デ

後
期
後
葉

37
-4
26
-2
2
RA
12
 
床
面
上

深
鉢

口
縁

す
り
け
し
 L
R

後
期
後
棄

37
- 
5
26
-2
3
RA
12
 
埋
土
中

鉢
底

沈
線
 
縄
文

37
-6
26
-2
4
RA
12
 
埋
土
中

鉢
口
縁

突
起
 
す
り
け
し
 L
R 
雲
形
文

晩
期
中
棄
前
半

37
- 
7
26
-2
5
RA
12
 
埋
土
上

鉢
口
縁

平
行
帯
状
文

晩
期
前
葉

37
- 
8
26
-2
6
RA
12
 
埋
土
中

鉢
口
縁

突
起
 
羊
歯
状
文
 R
L

晩
期
中
葉

37
- 
9
26
-2
7
RA
12
 R
D0
6。
Ⅱ
7c
検
出
面

鉢
立
体

無
文

37
-1
0
27
- 
1
RA
12
 
床
面

土
製
品

立
啓

動
物
の
脚
の
表
現
 
上
面
皿
 
胴
部
茶
色

37
-1
1
27
- 
2
RA
12
 
埋
土

土
偶

左
脚

37
-1
2
27
-3
RA
12
 
埋
土
中
位

円
盤

RL
縄
文

38
- 
1
27
-4
RA
13
 
床
上

鉢
立
体

波
状
口
唇
 
入
組
文

晩
期
中
葉

38
-2
27
-5
RA
13
 
床
面

深
鉢

立
林

波
状
口
唇
 
入
組
文
 
羽
状
縄
文
 L
R

晩
期
中
葉

38
-3
27
-6
RA
13
 
黒
褐
色

深
鉢

立
林

口
縁
無
文
内
傾
 
刺
突
文
 L
R

晩
期
後
葉

38
-4
27
- 
7
RA
13
 
埋
土

注
口

口
縁

沈
線
 
羊
歯
状
文
 
赤
塗
り

晩
期
前
棄

38
-5
27
-8
RA
13
 
床
面

深
鉢

口
縁
～
胴
LR
 
撚
り
紐
押
捺

38
-6
27
-9
RA
13
 
褐
色
土

士 里
完
形

三
角
工
字
文
 
赤
色

晩
期
後
葉

38
-7
27
-1
0
RA
13
 
褐
色
土

鉢
胴
～
底
す
り
け
し
 L
R

38
-8
27
-1
1
RA
13
 
埋
土

鉢
口
縁

連
続
刻
目
 
帯
状
 
羊
歯
状
文

晩
期
前
棄

38
-9
27
-1
2
RA
13
 
埋
土
(褐
色
土
)

鉢
口
縁

入
組
文

晩
期
中
棄

38
-1
0
27
-1
3
RA
13
 
床
上

鉢
口
縁

内
側
に
沈
線
と
縄
文
 R
L

38
-1
1
27
-1
4
RA
13
 
埋
土
上
位

鉢
頸
部

入
組
文

晩
期
中
葉

38
-1
2
27
-1
5
RA
13
 
埋
土
(褐
色
土
)

鉢
口
縁

連
続
刻
目
 
沈
線
 
赤
塗
り

晩
期
中
棄

38
-1
3
27
-1
6
RA
13
 
床
面
下

不
明

口
縁

波
状
口
唇
 
連
続
刺
突
 
横
位
沈
線
 R
L

38
-1
4
27
-1
7
RA
13
 
埋
土
(褐
色
土
)

口
縁

赤
塗
り
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表
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土
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図
 
版
写
真
図
緻
出
土
地
点
・
層
位

器
種
部
 
位

文
様
。
そ
の
他

分
類

38
-1
5
27
-1
8
RA
13
 
埋
土
褐
色
土

鉢
口
縁

刻
目
 
沈
線
 L
R

後
期
中
葉

38
-1
6
27
-1
9
RA
13
 
埋
土
褐
色
土

注
目

注
目
部

39
- 
1
28
- 
1
RD
05
 
埋
土
黒
褐
色
土

鉢
日
縁

小
波
状
口
唇

晩
期
前
葉

39
-2
28
-2
RD
05
 
埋
土
下

鉢
口
縁

列
点
文

晩
期
前
葉

39
-3
28
- 
3
RD
06
 
検
出
面
 R
D0
9褐
色

深
鉢

立
体

LR

39
-4
28
-4
RD
06
 
埋
土
中

深
鉢

口
縁

波
状
口
唇

後
期
中
葉

39
-5
28
-5
RD
06
 
埋
土
上
黒
褐
色

深
鉢

口
縁

波
状
口
唇
 
帯
状
文

後
期
前
葉

39
-6
28
-6
RD
06
 
埋
土
上
黒
褐
色

壺
?

月 同
曲
線
状
沈
線
文

後
期
前
葉

39
-7
28
-7
RD
06
 
埋
土
黒
褐
色

鉢
口
縁

波
状
口
唇
 
三
叉
文
 
裏
側
横
ナ
デ
傷
あ
り

晩
期
前
葉
前
半

39
-8
28
-8
RD
06
 
南

台
付

台
台
部
末
広

39
- 
9
28
- 
9
RD
06
 
埋
土
下
位
褐
色
土

円
盤

無
文

39
-1
0
28
-1
0
RD
06
 
埋
土
一
括

円
盤

沈
線

40
- 
1
28
-1
2
RD
07
 
Ⅱ
 6
c検
出
面

注
口

胃同
連
続
刻
目
 
沈
線

晩
期
前
葉

40
-2
28
-1
3
RD
07
 
黒
褐
色
土

土
偶

左
脚

無
文

40
-3
28
-1
4
RD
07
 
黒
褐
色
土

土
偶

左
脚

無
文

40
-4
28
-1
5
RD
08
 
埋
土

台
付
深
鉢

立
体

波
状
口
唇
 
突
起
 
刻
目
に
よ
る
入
組
文

40
-5
28
-1
6
RD
08
 
埋
土
一
括

台
付
深
鉢

完
形

波
状
口
唇
 
刻
目
に
よ
る
入
組
文
 
雲
形
文

晩
期
中
棄

40
-6
28
-1
7
RD
08
 
埋
土
上

台
付
深
鉢

完
形

圧
刻
波
状
日
唇
 
入
組
文
 R
L

晩
期
中
葉

40
-7
28
-1
8
RD
08
 
埋
土
褐
色
土

鉢
立
体
RL
 
横
沈
線
 
帯
状
文

晩
期
中
葉

40
- 
8
29
- 
1
RD
08
 
埋
土
一
括

深
鉢

口
縁

LR
晩
期
中
棄

40
-9
29
-2
RD
08
 
埋
土
中

不
明

日
縁

無
文
 
内
側
沈
線

後
期
後
棄

40
-1
0
29
-3
RD
08
 
埋
土

鉢
台
部

台
部
外
び
ら
き

40
-1
1
29
-4
RD
08
 
埋
土
一
括

鉢
片

41
- 
1
29
-6
RD
ll
 
埋
上
下

台
付
鉢

底
～
台
部
台
部
末
広
 
赤
色
漆
塗

41
-2
29
- 
7
RD
ll
 
埋
土
下

鉢
口
縁

波
状
口
唇
 
羊
歯
状
文
 
内
側
み
が
き
 L
R

晩
期
後
葉
前
半

41
-3
29
-8
RD
ll
 
埋
土
下

鉢
口
縁

突
起
 
連
続
刻
目
 
す
り
け
し

晩
期
後
葉

41
-4
29
-9
RD
ll
 
埋
土
中

鉢
日
縁

突
起
 
羊
歯
状
文

晩
期
前
葉
後
半

41
-5
29
-1
0
RD
ll
 
埋
土
中

深
鉢

胴
～
底
LR

41
-6
29
-1
1
RD
ll
 
埋
土
中

注
目

口
縁

C字
文
 
連
珠
文
 
み
が
き

晩
期
前
棄
前
半

41
-7
29
-1
2
RD
ll
 
埋
土
中

注
口

片
羊
歯
状
文

晩
期
後
棄
後
半

41
-8
29
-1
3
RD
ll
 
埋
Jヒ
中

鉢
口
縁

突
起
 
羊
歯
状
文

晩
期
後
葉
後
半

41
-9
29
-1
4
RD
ll
 
埋
土
中

士 霊
口
縁

波
状
口
唇
 
円
形
刺
突
文

中
期
～
後
期

41
-1
0
29
-1
5
RD
ll
 
埋
土
ベ
ル
ト

鉢
口
縁

波
状
口
唇
 
羊
歯
状
文
 L
R

晩
期
前
葉
後
半
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41
-1
1
29
-1
6
RD
ll
 
埋
土
ベ
ル
ト

41
-1
2
29
-1
7
RD
ll
 
Ⅱ
 5
e

士 霊
装
飾
口
縁
 
羊
歯
状
文
 
連
続
刻
目

晩
期
前
葉
後
半

41
-1
3
29
-1
8
RD
ll
 
褐
色
土
上

浅
鉢

立
体

波
状
刻
目
 
平
行
沈
線
 L
R 
み
が
き

41
-1
4
29
-1
9
RD
ll
 
埋
土

皿
?

立
体

波
状
口
唇
 
内
側
波
状
沈
線
 
圧
刻
 
赤
色
漆
塗

羊
歯
状
文

晩
期
前
葉

41
-1
5
29
-2
0
RD
H 
Ⅱ
 6
c褐
色
土

士 霊
立
体

内
側
沈
線
 
突
起
 
雲
形
文

晩
期
中
葉

41
-1
6
29
-2
1
RD
ll
 
検
出
面

台
付
鉢

立
体

沈
線
 
す
り
け
し

41
-1
7
29
-2
2
RD
ll
 
埋
土
中

台
付
皿

完
形

小
突
起
2個
2対
 
雲
形
文
 
赤
色
漆
塗

晩
期
中
棄

41
-1
8
29
-2
3
RD
ll
 
埋
土
上
位

ミ
ニ
チ
ュ
ア

完
形

頸
部
く
び
れ
 
無
文

41
-1
9
29
-2
4
RD
ll
 
埋
土
中

土
錘

完
形

沈
線

42
-1
29
-2
5
RD
13

鉢
口
縁
～
胴
部
突
起
 R
l

晩
期
前
葉

42
-2
29
-2
6
RD
14
 
埋
土
下

鉢
底
?

無
文

42
- 
3
29
-2
7
RD
14
 
埋
土
下

鉢
口
縁

突
起
 
三
角
形
状
沈
線
区
画

42
-4
29
-2
8
RD
14
 
埋
土
下

不
明

片
沈
線
 
刺
突

後
期
前
葉

42
-5
29
-2
9
RD
14
 
埋
土
褐
色
土

鉢
口
縁

外
反
波
状
口
唇
 
内
側
み
が
き
 L
R 
×
字
状
施
文
晩
期
前
葉
前
半

42
-6
29
-3
0
RD
16
 
埋
土
ベ
ル
ト

深
鉢

口
縁

大
波
状
口
唇
 
す
り
け
し
 
帯
状
文

後
期
前
半

42
-7
29
-3
1
RD
16
 
埋
土
ベ
ル
ト

鉢
口
縁

突
起
 L
R 
す
り
け
し
 
沈
線

後
期
中
葉

42
- 
8
29
-3
2
RD
20
 
埋
土
中

深
鉢

口
縁

羊
歯
状
文

後
期
後
葉

42
-9
30
- 
1
RD
21
 
埋
土
中

鉢
口
縁

裏
側
沈
線
 
平
行
沈
線
 L
R

42
-1
0
30
-2
RD
21
 
埋
土
中

鉢
口
縁

み
が
き

晩
期
前
葉
後
半

42
-1
1
30
-3
RD
21
 
埋
土
中

注
口

回
羽
状
縄
文
 
沈
線
 
す
り
け
し

後
期
後
葉

42
-1
2
30
-4
RD
25
 
埋
土
中

深
鉢

口
縁

波
状
口
唇
 L
R 
横
位
沈
線

後
期
後
葉

42
-1
3
30
-5
RD
26
 
埋
土
中
～
上

鉢
胴
～
底
LR

42
-1
4
30
-6
RD
26
 
埋
土
上

9ト

ー

口
縁

波
状
口
唇
 
沈
線
 L
R

晩
期
中
棄

42
-1
5
30
-7
RD
26
 
埋
土

台
付

胴
～
台
LR

42
-1
6
30
-8
RD
26
 
埋
土
中

深
鉢

口
縁

角
状
口
唇
 
内
側
に
も
突
起
 L
R

後
期
後
棄

42
-1
7
30
-9
RD
26
 
埋
土
中

注
目

立
体

沈
線
 
浮
彫
文

晩
期
前
葉

42
-1
8
30
-1
0
RD
26
 
埋
土
黒
褐
色
土

鉢
口
縁

波
状
口
唇
 
沈
線
 L
R 
帯
状
文

後
期
中
葉

42
-1
9
30
-1
1
RD
26
 
埋
土
上

深
鉢

突
起

後
期

42
-2
0
30
-1
2
RD
26
 
埋
土
上
～
下

深
鉢

立
体

波
状
口
唇
 
工
字
文

晩
期
後
棄

42
-2
1
30
-1
3
RD
26
 
埋
土
上

台
付
鉢

底
雲
形
文
 
刻
目

晩
期
中
葉

42
-2
2
30
-1
4
RD
26
 
埋
土
上

台
付
鉢

底
LR

42
-2
3
30
-1
5
RD
26
 
埋
土
上

鉢
底
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43
- 
1
30
-1
6
RD
27
 
埋
土
中

浅
鉢

口
縁
～
底
突
起
 
裏
は
り
つ
け

晩
期
初
頭

43
-2
30
-1
7
RD
27
 
埋
」L
中

鉢
口
縁

突
起
 
羽
状
縄
文
 
横
沈
線

後
期
後
葉

43
-4
30
-1
9
RD
28
 
埋
土
中

鉢
日
縁

波
状
口
唇
 
突
起
 
み
が
き
 L
R

晩
期
前
棄
前
半

43
- 
5
30
-2
0
RD
28
 
埋
土
中

注
目

口
突
起

43
-6
30
-2
1
RD
28
 
埋
土
中

鉢
口
縁
RL
 
横
沈
線

後
期
中
葉

43
-7
30
-2
2
RD
29
 
埋
土
中

鉢
口
縁

羽
状
縄
文
 L
R

晩
期
中
葉
後
半

43
-8
30
-2
3
RT
01
 
埋
土
中

深
鉢

口
縁

43
- 
9
30
-2
4
RT
01
 
埋
JL
中

深
鉢

口
縁

区
画
沈
線
 
す
り
け
し
 L
R

中
期
後
～
末
葉

43
-1
0
30
-2
5
RT
01
 
埋
土
中

深
鉢

口
縁

内
削
ぎ
 
区
画
沈
線

中
期
後
葉

43
-1
1
30
-2
6
RT
01
 
埋
土
中

不
明

口
縁

晩
期
前
葉

43
-1
2
30
-2
7
RT
02
 
埋
土
中

深
鉢

口
縁

ひ
こ
う
 
沈
線

後
期

43
-1
3
31
-1
RT
02
ま
た
は
RT
04
 
埋
土
中

鉢
立
体

LR

43
-1
4
31
--
2
RT
02
 
埋
土
中

深
鉢

口
縁

帯
状
文
 
横
位
沈
線

後
期
中
葉

43
-1
5
31
--
3
RT
02
 
埋
土
中

鉢
胴
片

突
起
 
沈
線

後
期

43
-1
6
31
-4
RT
03
 
埋
土
中

浅
鉢

口
縁
～
胴
羽
状
縄
文
 
た
す
き
が
け

後
期

44
- 
1
31
-5
1号
埋
設
土
器

深
鉢

立
体

LR
横
回
転
と
斜
回
転
な
ど

晩
期

44
-2
31
-6
2号
埋
設
土
器

深
鉢

立
体
LR
 
横
回
転
 
斜
縄
文

45
-1
32
- 
1
3号
埋
設
土
器

深
鉢
大

底
部
な
し
や
や
内
湾
 R
L単
節
横
回
転

後
期
(晩
)?

45
-3
32
-3
4号
埋
設
土
器

深
鉢
大

完
形

や
や
内
湾
 L
R単
節
横
回
転
 
斜
縄
文

45
-4
32
-4
4号
埋
設
土
器

深
鉢

完
形

突
起
 
や
や
内
湾
 L
R単
節
横
回
転
 
斜
縄
文

(後
期
)晩
?

46
- 
1
33
- 
1
Ⅱ
区
北
 
褐
色
土

小
深
鉢

立
体

波
状
口
唇
 
LR
 
す
り
け
し
縄
文

晩
期

46
-2
33
- 
2
巨
5e

深
鉢

口
縁

沈
線
 R
L 
す
り
け
し

46
-3
33
-3
I1
5e

鉢
口
縁

す
り
け
し
 
帯
状
文
 R
L

後
期
中
葉

46
-4
33
-4
Ⅱ
5e

浅
鉢

口
縁
～
底
沈
線
 R
L

46
-5
33
-5
I1
5e

鉢
口
縁
RL
 
横
沈
線

後
期
中
葉

46
-6
33
-6
Ⅱ
5f
南

鉢
口
縁
LR
 
横
沈
線

後
期
中
葉

46
-7
33
- 
7
Ⅱ
5f
 
南

深
鉢

口
縁

波
状
口
唇
 
帯
状
文
 R
L 
束
J突

46
- 
8
33
- 
8
Ⅱ
3d
 
褐
色
土
中

深
鉢

口
縁

角
状
突
起
 
頸
部
突
起

晩
期
前
葉
後
半

46
-9
33
-9
Ⅱ
5f
 
黒
褐
色

鉢
口
縁
RL
 
す
リ
ヤ す
し

後
期
中
葉

46
-1
0
33
-1
0
V区
北
 
黒
褐
色

台
付
浅
鉢

l同
沈
線
 
小
穴
 
工
字
文

弥
生

46
-1
1
33
-1
1
Ⅱ
7c
 
褐
色
土
検
出
面

深
鉢

口
縁

角
状
突
起
 
帯
状
文

後
期
後
葉

46
-1
2
33
-1
2
Ⅱ
5e
 
褐
色
土

不
明

不
明

46
-1
3
33
-1
3
Ⅱ
3b
 
黒
褐
色
土

ミ
ニ
チ
ュ
ア

口
縁

沈
線
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46
-1
4
33
-1
4
Ⅱ
7 
黒
色
土

注
口

口
縁

無
文

晩
期

46
-1
5
33
-1
5
Ⅱ
4d
 
褐
色
土
中

浅
鉢

立
体

無
文
 
す
り
け
し
に
よ
る
沈
線
 L
R

46
-1
6
33
-1
6
Ⅲ
区
北
 
黒
褐
色

台
付

底
無
文

晩
期
前
葉
後
半

46
-1
7
33
-1
7
H区
北
 
黒
褐
色
土
下

ミ
ニ
チ
ュ
ア
鉢

口
縁

刺
突
文
 R
LR
 
三
編
み

46
-1
8
33
-1
8
Ⅱ
5c
 
褐
色
土

一 霊
口
縁

波
状
口
唇
 
沈
線

晩
期
中
期

46
-1
9
33
-1
9
Ⅱ
5e
 
埋
土

不
明

口
縁

刺
突

46
-2
0
33
-2
0
Ⅲ
区
 
検
出
面

台
付

台
波
状
文
 
台
部
末
広

46
-2
1
33
-2
1
Ⅱ
5e
 
褐
色
土

深
鉢

口
縁

口
唇
大
波
状
 
み
が
き

後
期
後
葉

46
-2
2
33
-2
2
Ⅲ
区
北
 
黒
褐
色

壺
形
注
口

底
無
文

47
- 
1
33
-2
3
Ⅱ
5e
 
検
出
面
下
黒
色
土
下

深
鉢

立
体

す
り
け
し
 L
R

47
-2
34
-1
Ⅱ
5f
 
黒
褐
色
土

深
鉢

胴
～
底
LR

47
-3
34
-2
Ⅱ
6e
―
Ⅱ
6f
 
姪
趾
上

錬
胴
～
底
LR

47
-4
34
-3
Ⅱ
3b
 
黒
褐
色
土
中

深
鉢

口
縁

横
沈
線
 R
L

後
期
前
葉

47
-5
34
-4

不
明

深
鉢

胴
～
底

無
文

47
-6
34
-5
Ⅱ
7d
 
埋
土
上
褐
色
土

鉢
底

無
文
 
底
部
に
沈
線

晩
期
後
葉

47
-7
34
-6
Ⅱ
5f
 
埋
土

ミ
ニ
チ
ュ
ア

完
形

無
文

47
-8
34
-7
Ⅲ
6e
―
Ⅱ
6f
 I
EL

錬
口
縁

波
状
口
唇
 
入
組
文

晩
期
前
葉
前
半

47
-9
34
-8
PP
38
 
埋
土
中

錬
口
縁

突
起
 C
字
御

弥
生
(晩
期
)?

47
-1
0
34
-9
不
明

深
鉢

口
縁

波
状
口
唇
 
刻
目
 
沈
線
 R
L

後
期
中
葉
後
期
中
棄

47
-1
1
34
-1
0
Ⅱ
5e
 
黒
褐
色

鉢
口

刻
目

後
期
中
葉

47
-1
2
34
-1
1
Ⅱ
区
北
 
黒
褐
色
下
(炭
含
)

深
鉢

口
縁

波
状
日
唇

後
期
初
頭

47
-1
3
34
-1
2
Ⅲ
区
北
 
黒
褐
色
土

不
明

口
縁

47
-1
4
34
-1
3
柱
穴
 
黒
褐
色

口
縁

刻
目
 
横
位
沈
線

47
-1
5
34
-1
4
Ⅱ
5f
 
褐
色
土

鉢
突
起
 R
L

弥
生
(晩
期
)?

47
-1
6
34
-1
5
Ⅱ
区
北
 
黒
土

不
明

片
小
穴
 
無
文

48
- 
1
34
-1
6
Ⅱ
区
北
8 
黒
焼
土

小
型
土
器

す
り
け
し
 
縄
文

48
-2
34
-1
7
Π
6e
―
Ⅱ
6f
 
褐
色
土

注
目

口
無
文

晩
期
初
頭

48
-3
34
-1
8
Ⅲ
区
北
 
黒
褐
色
土

深
鉢

口
縁

突
起
 
沈
線

後
期
後
葉

48
-4
34
-1
9
Ⅱ
5f
 
検
出
面

小
型
注
口

立
体

小
突
起
4 
断
続
し
た
沈
線
 
赤
漆

48
-5
34
-2
0
Ⅲ
9 
検
出
面

深
鉢

胴
～
底
波
状
縄
文

後
期

48
-6
34
-2
1
Ⅲ
25
e

ミ
ニ
チ
ュ
ア
鉢

底
縄
文

48
-7
35
-1
Ⅱ
5c
 
褐
色
土

鉢
胴
～
底
LR

48
-8
35
-2
柱
穴
 
黒
褐
色

鉢
口
縁

み
が
き
 L
R



― ∞ ト ー

遺
物
観
察
表
(上
器
・
土
製
品
)-
8

図
 
版
写
真
図
版
出
土
地
点
・
層
位

器
種
部
 
位

文
様
。
そ
の
他

分
類

48
-9
35
- 
3
Ⅲ
区
 
黒
褐
色
土

小
深
鉢

胴
～
底

無
文

晩
期
?

48
-1
0
35
-4
不
明

鉢
月同

無
文

48
-1
1
35
-6
Ⅱ
6e
～
Ⅱ
6f
 
東
検
出
面

鉢
口
縁

突
起
 
縄
文
の
上
か
ら
沈
線
 
羊
歯
状
文

晩
期
前
葉

48
-1
2
35
-6
不
明

小
鉢

立
体

日
唇
や
や
内
湾
 
縄
文

48
-1
3
35
- 
7
Ⅱ
6e
ヘ
ン
Ⅱ
6f
 
検
出
面

小
鉢

立
体

RL

48
-1
4
35
-8
Ⅱ
6c
 
褐
色
土

深
鉢

完
形

波
状
口
唇
 
横
沈
線
 
押
刻
目
LR

晩
期
後
葉

48
-1
5
35
-9
Ⅱ
6e
ヘ
ン
Ⅱ
6f
 
埋
土

鉢
立
体

亥
1目
に
よ
る
入
組
文
 
平
行
沈
線
RL

晩
期
中
葉

49
-1
35
-1
0
Ⅱ
5d
 
褐
色
土
(炭
含
む
)

鉢
口
縁

刺
突
に
よ
る
刻
目
 
平
行
沈
線

後
期
中
葉

49
-2
35
-1
1
不
明

鉢
月同

工
字
文

晩
期
後
葉

49
-3
35
-1
2
Ⅱ
区
北
 
黒
色
土

台
付

台
沈
線
文
 
突
起

49
-4
35
-1
3
Ⅱ
5e
 
埋
土

鉢
口
縁

羊
歯
状
文

晩
期
前
葉
後
半

49
-5
35
-1
4
Ⅱ
6e
～
Ⅱ
6f
 
黒
褐
色
土
上

不
明

日
縁

す
か
し
技
法

晩
期
前
葉
前
半

49
-6
35
-1
5
Ⅱ
6e
ヘ
ン
Ⅱ
6f
 
埋
土

鉢
口
縁

突
起
 
刻
目
 
三
叉
文
 
赤
塗
り

晩
期
前
葉

49
- 
7
35
-1
6
Π
6e
―
Ⅱ
6f
 
埋
三ヒ
上

注
目

口
縁

刻
目
 
三
叉
文
 
赤
塗
り

49
-8
35
-1
7
Ⅲ
5f
 
褐
色
土

注
目

月同
三
叉
文

晩
期
前
棄
前
半

49
-9
35
-1
8
Ⅱ
7c
 
褐
色
土
検
出
面

注
目

口
唇
～
胴
突
起
 
刻
目
 
沈
線
に
は
る
C字
文

晩
期
前
葉
後
半

49
-1
0
35
-1
9
Ⅲ
区
北
 
黒
褐
色
土

鉢
口
縁

平
行
沈
線

晩
期
初
頭

49
-1
1
35
-2
0
Π
6e
―
Ⅱ
6f

不
明

片
す
か
し
技
法
 
縄
文

49
-1
2
35
-2
1
Ⅱ
6e
～
Ⅱ
6f
 
東
検
出
面

鉢
口
縁

雲
形
文
 
横
沈
線
 
す
り
け
し

晩
期
中
葉
前
半

49
-1
3
35
-2
2
Ⅱ
5f

不
明

口
縁

波
状
口
唇
 L
R 
流
線
状
多
沈
線

後
期
前
葉

49
-1
4
35
-2
3
V区
南
 
黒
色
土
中

鉢
口
縁

工
字
文

弥
生
晩
期
紅
葉

49
-1
5
35
-2
4
Ⅱ
5d
 
褐
色
土

深
鉢

口
縁

み
が
き
 
沈
線
に
よ
る
工
字
文
 
内
側
沈
線

晩
期
末
葉
(弥
生
)

49
-1
6
35
-2
5
Ⅱ
6e
～
Ⅱ
6f
 
東
検
出
面

鉢
口
縁

内
側
沈
線
 
突
起
2 
工
字
文

晩
期
末
葉

49
-1
7
36
- 
1
Ⅱ
5e
 
」
づ
生

土
偶

上
半
身

刺
突

49
-1
8
86
-2
Ⅱ
5f
 
左
下

土
偶

下
半
身

刺
突

49
-1
9
86
-3
Ⅱ
7d
 
埋
土
上
位

注
口

口
突
起
 
沈
線

49
-2
0
36
-4
Ⅱ
7d
 
埋
土
上
位

不
明

沈
線

49
-2
1
36
-5
Ⅱ
7d
 
褐
色
土

土
錘

沈
線

49
-2
2
36
-6
Ⅱ
区
 
黒
色
土

ミ
ニ
チ
ュ
ア

無
文

49
-2
3
35
-7
Ⅱ
8d
 
検
出
面

ミ
ニ
チ
ュ
ア

立
体

無
文

49
-2
4
86
-8
Ⅱ
6c
 
検
出
面
下
褐
色
土

ミ
ニ
チ
ュ
ア
壺

口
無
文
 
台
部
末
広

49
-2
5
36
- 
9
Ⅱ
6d
 
褐
色
土

円
盤

RL
縄
文

49
-2
6
36
-1
0
Ⅱ
7d
 
埋
土
上
位

円
盤

縄
文



― 駅 ―

遺
物
観
察
表
(石
器
・
石
製
品
)-
9

図
 
版
写
真
図
版
出
土
地
点

層
位

器
種
最
大
長
⊂
め
最
大
幅
伽
)
最
大
厚
co
重
 
量
(g
)

備
考

32
- 
7
22
- 
7
RA
01
】
ヒ

黒
褐
色
土

石
槍

つ υ
5.
8

９ 留
15
.9
珪
質
頁
岩
 
北
上
山
地

32
- 
8
22
-8
RA
01
】
ヒ

黒
褐
色
土

石
槍

6.
1

4.
1

2.
5
10
7.
3
ハ
ン
レ
イ
岩
 
北
部
北
上
山
地

33
-1
8
23
-1
8
RA
02

埋
±
2層

石
鏃

つ る
■
0

0.
5

0,
9
め
の
う
 
北
上
山
地

34
-1
8
24
-1
8
RA
03
北

埋
土

円
形
掻
器

2.
9

2.
7

０ 々
8.
8
珪
質
頁
岩
 
北
上
山
地

35
-1
24
-1
9
RA
03

埋
土
下
位

凹
石

(1
1,
0

(5
。
9

4.
0
40
0,
0
ヒ
ン
岩
 
北
上
山
地

36
-1
2
26
- 
9
RA
04

埋
土
中
～
下
位

敲
石

12
.3

5,
7

2.
4
27
9,
7
ヒ
ン
岩
 
北
上
山
地

36
-1
3
26
-1
0
RA
04

埋
土
中
～
下
位

凹
石

10
,8

7.
3

4.
3
53
3.
6
ヒ
ン
岩
 
北
上
山
地

38
-1
7
27
-2
0
RA
13
下
左

土
坑

磨
製
石
斧

(9
,7

(4
.1

９
，９
，

12
9.
5
角
閃
ヒ
シ
岩
 
北
上
山
地

39
-1
1
28
-1
1
RD
06

埋
土
上
位

敲
石

18
.2

5.
6

5.
2
84
6.
9
ヒ
ン
岩
 
北
上
山
地

40
-1
2
29
- 
5
RD
08

埋
土
上
位

石
錘

4.
9

0.
8

0.
6

2.
0
頁
岩
 
北
上
山
地

43
-3
30
-1
8
RD
27

埋
土

敲
石

9.
0

5,
9

4.
5
46
5。
2
ハ
ン
レ
イ
岩
 
北
部
北
上
山
地

45
-2
32
- 
2
3号
埋
設
土
器

埋
土

石
鏃

2.
0

Ｏ υ
0.
3

0.
5
珪
質
頁
岩
 
北
上
山
地

45
- 
5
32
-5
Π
区
溝
状
遺
構
褐
色
土
砂

石
匙

3.
3

5,
1

0.
5

9.
2
頁
岩
 
北
上
山
地

45
-6
32
-6
Ⅱ
区
溝
状
遺
構
褐
色
土
砂

石
剣

11
.6

０ じ
９ Ｐ
81
,1
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
 
北
上
山
地

50
--
 1
36
-1
1
Ⅱ
5d

褐
色
土

石
錐

4.
4

0.
8

つ ０
頁
岩
 
北
上
山
地

50
-2
36
-1
2
Ⅲ
5e

埋
土
中
位

石
鏃

4.
7

■
0

0,
7

つ る
０ ０
頁
岩
 
北
上
山
地

50
-3
86
-1
3
Ⅱ
5f

褐
色
土
中

石
鏃

1.
5

９ 々
0.
3

0.
5
黒
曜
石
 
産
地
不
明

50
-4
36
-1
4
Ⅱ
7d
ク
山
Jッ
ド
褐
色
土
(検
出
面
)
石
匙

4.
8

5。
4

９ 留
21
.8
赤
色
珪
質
頁
岩
 
北
上
山
地

50
-5
36
-1
5
Ⅱ
区
北

褐
色
土

撰
4.
5

5,
0

33
.5
珪
質
頁
岩
 
北
上
山
地

50
-6
36
-1
6
Ⅱ
7d
グ
リ
ッ
ド
検
出
面

石
錘

6.
6

8.
3

つ う
９ 守
19
8.
3
安
山
岩
 
奥
羽
山
脈

50
-7
36
-1
7
I1
7d

埋
土
褐
色
土

磨
製
石
斧

(5
,0

(3
.6

2.
3
64
.7
砂
岩
 
北
上
山
地

50
-8
36
-1
8
Ⅱ
5e

埋
土

石
斧
(ミ
ニ
チ
ュ
ア
)

(4
.2

(2
.4

0.
9

15
。
7
緑
色
岩
 
北
上
山
地

50
-9
36
-1
9
Ⅱ
7d

埋
土

磨
製
石
斧

(1
■
4

(4
.8

(2
.8
22
5.
6
ヒ
シ
岩
 
北
上
山
地

50
-1
0
36
-2
0
Π
7d

埋
土

磨
製
石
斧

7.
5

5,
3

０ ０
21
2.
2
ハ
ン
レ
イ
岩
 
北
部
北
上
山
地

50
-1
1
36
-2
1
Ⅱ
8d
グ
リ
ッ
ド
検
出
面

磨
製
石
斧

5,
9

4.
0

2.
9
98
.2
ハ
ン
レ
イ
岩
 
北
郡
北
上
山
地

50
-1
2
36
-2
2
Ⅱ
区

不
明

磨
製
石
斧

(7
.4

(6
.1

3.
3
22
3.
6
ヒ
ン
岩
 
北
上
山
地

50
-1
3
36
-2
3
Ⅱ
7d

埋
土
上
～
中
位
磨
製
石
斧

6.
2

4.
1

2.
5
93
.4
ハ
ン
レ
イ
岩
 
北
部
北
上
山
地

50
-1
4
37
- 
1
Ⅱ
5e

埋
土
中
位

磨
製
石
斧

14
.0

6.
0

2.
3
24
7.
3
砂
岩
 
北
上
山
地

50
-1
5
37
-2
Ⅱ
7d
ク
山
リ
ッ
ド
黒
褐
色
土
中
土
坑
磨
製
石
斧

7.
9

4.
1

2.
5
12
1.
5
ハ
ン
レ
イ
岩
 
北
部
北
上
山
地

50
-1
6
37
-3
Ⅱ
7d

埋
土
上
位
褐
色
土
磨
製
石
斧

6.
0

4.
5

2.
5
11
2.
7
頁
岩
 
北
上
山
地

51
-1
37
-4
Ⅱ
7d

褐
色
土

石
皿

(1
0.
7

(9
,4

3.
5
36
9.
9
安
山
岩
 
奥
羽
山
脈

51
--
2
37
-5
Ⅱ
7d

暗
褐
色
土

石
皿

36
.2

15
。
7

9,
0
34
02
.5
安
山
岩
溶
岩
 
第
4紀
火
山

51
-3
37
-6
不
明

不
明

石
皿

(1
7.
4
(1
2.
4

ラ イ
11
24
.9
安
山
岩
 
奥
羽
山
脈



(参考・引用文献〉

岩手県の地名                      平凡社

葛巻町の自然 (平成 9年 3月 30日)           葛巻町教育委員会

考古学ライブラリー18      亀ヶ岡式土器     村 越  潔  者

日本原始美術 と         縄文土器       山 内 清 男 著

石器分類図録 石器の基礎知識Ⅲ 縄文         鈴 木 道之助 著

葛巻町文化財報告書 第 3集   「泥這遺跡」      葛巻町教育委員会

新山権現社遺跡発掘報告書 岩手県文化振興事業国埋蔵文化財報告書 第188集
働岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター

是川中遺跡  八戸市埋蔵文化財調査報告書 第82集    青森市教育委員会

縄文の美 是川中遺跡出土図鑑  土器編        八戸市博物館

亀ヶ岡文化の研究 古代学研究所研究報告 第 5集 平成 9年度
財団法人古代学協会

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書 第108集
手代森遺跡発掘調査報告書              側岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター

岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書 第225集
「大日向Ⅱ遺跡発掘調査報告書 第 2～第 5次調査」  側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
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遺跡全景

卜,輩

:(ヽガ́

� II

・|・       |― |.■″|
Ⅱ区全景

写真図版 1 遺跡違景 。近景・ Ⅱ区全景

遺跡近景
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~_―子をす

Ⅱ区 完堀

写真図版 2 各地域完堀

Ⅳ区 完堀皿区 完堀

V区北 完堀
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V区南 完堀



l号焼土 平面 1号焼土 断面

作業風景

3号焼土 断面

2号焼土 断面

4号焼土 断面

1～ 5号焼土

5号焼土 断面
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４‐
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・

6号焼土

ド
一

予奪帯||

写真図版 4 6号 焼土・柱穴状小土坑

／
▼

“

ⅢⅢ
―

1群ri

PP25 PP26

鬱

|ま巖亀
PP28
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畝間状遺構 平面 畝間状遺構 断面

とコ田aゎ軍 |,

Ⅱ区作業風景

写真図版 5 畝間状遺構・遺物出土状況 。他

琥珀出土状況

1区試堀
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1鰤

議 1添
警i離蛾
II挙111エ

1号堅穴住居跡 断面

写真図版 6 1号 穴住居跡

・・ i凝

1審議||｀|:

■ 、

1号堅六住居跡 平面

-94-



工
お
，

ル
ム

IⅢl.議

●ⅢI‐ Ⅲ報砂

|!,1 鰺
● I募守|

|,1孝

写真図版 7 2号 竪穴住居跡

2号堅六住居跡 断面

2号堅穴住居跡 平面

2号竪穴住居跡 断面

2号竪穴住居跡 焼土断面
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2号堅穴住居跡 PP02平 面



3号竪穴住居跡 平面

ゥ.、4,41■
｀

il~~4. II.

Ⅲ雑:嘉r

�粋1虻か|
・
一
　

一

・一

一
．
一
一一
．

一イ
・ ill,峯糞通象II

3号堅六住居跡 断面

写真図版 8 3号 堅穴住居跡
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4号堅穴住居跡

4号堅穴住居跡 焼土断面

4号堅穴住居跡 土器出土状況

Pl・ P2平面

4号竪六住居跡
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4号堅穴住居跡 土器出土状況

写真図版 9
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6号竪穴住居跡 埋設土器断面

写真図版10 5・ 6号竪穴住居跡
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6号竪穴住居跡 平面
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写真図版11 12・ 13号竪穴住居跡

13号堅六住居跡 平面
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写真図版12 5～ 8号土坑

7号土坑 断面

8号土坑 断面
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6号土坑 断面

5号土坑 断面

6号土坑 土器出土状況

7号土坑 平面

8号土坑 平面
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10号土坑 断面
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写真図版13 8。 10・ 11号土坑

8号土坑 土器出土状況

10号土坑 平面

11号土坑 土器出土状況11号土坑 平面
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13号土坑 平面 13号土坑 断面

14号土坑 断面

断面

16号土坑 断面

写真図版14 13～ 16号土坑

14号土坑 平面

15号土坑 平面
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20号土坑 平面
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21号土坑 平面
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写真図版 15
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17・ 19。 20。 21号土坑

19号土坑 平面 19号土坑 断面
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25号土坑 断面
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27号土坑 平面

写真図版16 25～ 29号土坑
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28号土坑 平面

29号土坑 平面 29号土坑 断面
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30号土坑 断面

31号土坑 断面

32号土坑 断面

写真図版17 30～ 32号土坑
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写真図版司8 1～ 4号基墳

3号墓墳 断面
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断2号墓墳 平面

3号墓塘 平面
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5号墓墳 平面

1号埋設土器 平面

2号埋設土器 断面

3号埋設土器 平面

写真図版可9 5号 墓墳 。1～ 3号埋設土器

1号埋設土器 断面

5号墓墳 断面

2号埋設土器 半堀

3号埋設土器 断面
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写真図版20 4号埋設土器・埋設土器例
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写真図版21
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写真図版22 遺構内出土遺物(1)
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写真図版23 遺構内出土遺物(2)

す.:轟醤露18

1～ 181 RA02
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写真図版24 遺構内出土遺物(3)
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写真図版25 遺構内出土遺物(4)

-113-



写真図版26 遺構内出土遺物(5)
1-10:RA04  17・ 18:RA06
11～ 16:RA05  19～ 27:RA12
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写真図版28 遺構内出土遺物(7)
1・ 2:RD05   12～ 14:RD07
3～ 11:RD06  15～ 18:RD08
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写真図版29 遺構内出土遺物(3)
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4:RD25   19～ 21:RD28

5～ 15:RD26     22:RD29
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23～26:1号墓墳
27:2号または4号墓墳

|

遺構内出土遺物(9)



ティエプ|

3:2号 または4号墓墳
4:3号墓墳

5:1号埋設土器
6:2号埋設土器写真図版31 遺構内出土遺物l①
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写真図版32 遺構内出土遺物|け
1・ 2:3号埋設土器
3・ 4:4号埋設土器
5・ 6:溝状遺構
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写真図版33 遺構外出土遺物(土器 1)
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写真図版34 遺構外出土遺物 (土器 2)
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写真図版35 遺構外出土遺物(土器 3)
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写真図版37 遺構外出土遺物 (石器 2・ 石製品 )
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ふ り が な

所収遺跡名

ふ   り   が   な

所   在   地

コ  ー  ド 緯

″

経

〃

東

。
調査期間

調査面積

m
調査原因

市町村 遺 跡 番 号
いち べ ない |ゝ せ営

市部内遺跡 岩手県岩手郡葛巻町

田部字市部内301

イまア,ゝ

03302 」F52-1213 40度

7分

21秒

141度

22分

34秒

19990601

20000331

2500だ 県道一戸

葛巻線道

路改良工

事にとも

なう緊急

発掘調査

所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

市部内遺跡 集落跡 縄文時代

後期

晩期

竪六住居跡  8棟

土坑     22基

墓墳     5基

埋設土器   5基
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焼土遺構   7基

その他

縄文土器

石  器

土 製 品

石 製 品

偶
　
珀

土
　
琥
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